
 

 

 
「
テ
ッ
テ
レ
ー
」 

 

   

   

 

        



 

 

【

あ

ら

す

じ

】 

お

笑

い

芸

人

の

浦

安

智

弘

は

、

リ

ア

ク

シ

ョ

ン

芸

で

遅

咲

き

の

ブ

レ

イ

ク

中

。

そ

ん

な

彼

の

新

人

マ

ネ

ー

ジ

ャ

ー

竹

本

陽

太

は

、

あ

る

ド

ッ

キ

リ

番

組

で

仕

掛

け

人

に

な

る

も

、

あ

ま

り

に

も

演

技

が

下

手

す

ぎ

て

V
T

R

を

お

蔵

入

り

さ

せ

て

し

ま

う

。 

浦

安

に

叱

ら

れ

た

竹

本

は

、

安

さ

に

釣

ら

れ

て

怪

し

げ

な

演

技

ス

ク

ー

ル

に

通

う

こ

と

に

。

そ

こ

で

出

会

っ

た

女

優

の

た

ま

ご

、

一

ノ

瀬

美

緒

に

一

目

惚

れ

す

る

。 
 

レ

ッ

ス

ン

に

励

む

あ

る

日

、

竹

本

は

ス

ク

ー

ル

の

裏

の

顔

を

目

撃

す

る

。

演

技

が

上

達

し

た

生

徒

に

他

人

に

な

り

す

ま

し

た

電

話

を

か

け

さ

せ

大

金

を

騙

し

取

る

、

特

殊

詐

欺

集

団

だ

っ

た

の

だ

。

通

報

し

よ

う

と

し

た

と

こ

ろ

、

講

師

の

荒

井

紗

季

に

止

め

ら

れ

て

し

ま

う

。

紗

季

は

、

実

は

刑

事

で

、

潜

入

捜

査

中

だ

っ

た

。

そ

し

て

、

次

に

詐

欺

集

団

に

取

り

込

ま

れ

よ

う

と

し

て

い

る

の

が

美

緒

だ

と

知

る

。 

美

緒

は

、
昔

い

た

芸

能

事

務

所

に

騙

さ

れ

、

借

金

を

背

負

っ

て

い

る

。

そ

ん

な

彼

女

に

魔

の

手

が

迫

っ

て

い

る

こ

と

を



 

 

知

っ

た

竹

本

は

、

捜

査

に

協

力

す

る

こ

と

に

。

詐

欺

集

団

に

加

わ

る

た

め

、

紗

季

か

ら

特

別

な

演

技

レ

ッ

ス

ン

を

受

け

始

め

る

。

竹

本

は

な

ん

と

か

詐

欺

集

団

に

潜

入

し

、

集

団

の

指

示

役

を

探

す

も

な

か

な

か

尻

尾

は

掴

め

な

い

。 
 

潜

入

捜

査

に

難

航

す

る

中

、
あ

る

番

組

で

、「

浦

安

の

母

親

が

危

篤

ド

ッ

キ

リ

」

の

企

画

が

上

が

る

。

竹

本

は

躊

躇

し

た

も

の

の

、

演

技

レ

ッ

ス

ン

の

成

果

を

見

せ

る

。

す

っ

か

り

騙

さ

れ

た

浦

安

の

顔

を

見

て

、

竹

本

は

ド

ッ

キ

リ

だ

と

自

白

。
企

画

は

台

無

し

。 

落

ち

込

む

竹

本

の

元

に

、

詐

欺

現

場

を

目

撃

し

た

美

緒

が

集

団

に

よ

っ

て

連

れ

去

ら

れ

た

と

知

ら

せ

が

。

竹

本

と

紗

季

は

助

け

に

行

く

が

、

そ

こ

で

思

わ

ぬ

展

開

に

。

紗

季

は

竹

本

に

銃

口

を

向

け

た

。

刑

事

だ

と

い

う

の

は

嘘

で

、

紗

季

は

詐

欺

集

団

の

指

示

役

だ

っ

た

の

だ

。

絶

体

絶

命

の

ピ

ン

チ

の

と

き

に

、

浦

安

が

取

材

ク

ル

ー

と

警

察

を

引

き

連

れ

て

突

撃

し

て

く

る

。

竹

本

は

紗

季

の

嘘

を

見

破

っ

て

い

て

、

先

手

を

打

っ

て

い

た

の

だ

っ

た

。

紗

季

を

含

め

た

詐

欺

集

団

は

逮

捕

さ

れ

、

一

件

落

着

。 
 



 

 

そ

の

後

、

平

和

な

日

々

の

中

で

相

変

わ

ら

ず

ド

ッ

キ

リ

番

組

で

忙

し

い

浦

安

。

若

手

女

優

の

美

緒

と

の

共

演

も

増

え

た

。

竹

本

も

、

仕

掛

け

人

と

し

て

浦

安

を

支

え

る

の

だ

っ

た

。 

                



 

1 

 

【

登

場

人

物

】 

竹

本

陽

太

（2
3

） 

新

人

マ

ネ

ー

ジ

ャ

ー 
一

ノ

瀬

美

緒

（2
2

） 

女

優

の

た

ま

ご 

浦

安

智

弘

（5
0

） 

お

笑

い

芸

人 

荒

井

紗

季

（2
9

） 

ア

ク

タ

ー

ズ

ス

ク

ー

ル

講

師 

千

田

一

馬

（2
0

） 
俳

優

の

た

ま

ご 

林

冬

馬

（3
0

） 

ア

ク

タ

ー

ズ

ス

ク―

ル

講

師 

塚

地

卓

也

（3
5

） 

ア

ク

タ

ー

ズ

ス

ク

ー

ル

講

師 

浦

安

和

子

（8
0

） 

浦

安

の

母

親 

髙

橋

正

則

（5
2

） 

芸

能

事

務

所

マ

ネ

ー

ジ

ャ

ー 

司

会

者 

Ａ

Ｄ 

プ

ロ

デ

ュ

ー

サ

ー 

      



 

1 

 

〇 

テ

レ

ビ

局

・

収

録

ス

タ

ジ

オ 

バ

ラ

エ

テ

ィ

番

組

の

収

録

が

行

わ

れ

て

い

る

。 
司

会

者

「

女

の

子

持

ち

帰

っ

た

ら

週

刊

誌

に

撮

ら

れ

ま

し

た

ド

ッ

キ

リ―

！ 

タ

ー

ゲ

ッ

ト

は

今

ノ

リ

に

乗

っ

て

る

サ

ニ

ー

浦

安

で

す

！

」 

 

〇 

同

・

楽

屋

（

隠

し

カ

メ

ラ

の

映

像

） 

雑

誌

を

読

ん

で

る

浦

安

智

弘

（5
0

）
。 

司

会

者

の

声

「

数

日

前

浦

安

は

番

組

で

仕

込

ん

だ

女

の

子

と

飲

み

に

行

っ

て

ま

す

。

そ

の

時

の

写

真

が

撮

ら

れ

た

と

マ

ネ

ー

ジ

ャ

ー

か

ら

伝

え

ら

れ

た

ら

、

浦

安

は

ど

ん

な

リ

ア

ク

シ

ョ

ン

を

見

せ

る

の

か

！

」 

竹

本

陽

太

（2
3

）
、

入

っ

て

く

る

。 

竹

本

「

浦

安

さ

ん

！

」 

浦

安

「

ど

う

し

た

？

」

竹

本
「
（

棒

読

み

で

）
大

変

で

す

ー

。
週

刊

誌

に

撮

ら

れ

ま

し

た

ー

」 

 

〇 

同

・

収

録

ス

タ

ジ

オ 

固

ま

る

司

会

者

。 



 

2 

 

ざ

わ

つ

く

観

覧

席

。 

 
〇 
同

・

廊

下 
『

ド

ッ

キ

リ

大

成

功

』

と

書

か

れ

た

パ

ネ

ル

を

持

っ

て

い

る

Ａ

Ｄ

と

カ

メ

ラ

マ

ン

、

楽

屋

前

で

待

機

し

て

い

る

。 

Ａ

Ｄ

「

マ

ジ

か

」 

 

〇 

同

・

楽

屋 

竹

本
「
（

棒

読

み

で

）
う

わ

ー

、
ど

う

し

よ

ー

、
困

っ

た

な

あ

ー

。

社

長

、

怒

っ

て

ま

す

よ

ー

」 

浦

安

、

ポ

カ

ン

と

口

を

開

け

て

い

る

。 

 

〇 

同

・

収

録

ス

タ

ジ

オ 

司

会

者
「
（

ス

タ

ッ

フ

に

向

か

っ

て

）
お

い

、
ど

う

す

ん

だ

よ

こ

れ

。

ド

ッ

キ

リ

っ

て

バ

レ

ん

だ

ろ

」 

 

〇 

同

・

楽

屋 

浦

安

「…
…

う

わ

ぁ

あ

あ

あ

！ 

ど

う

し

よ

ー

！

」 

浦

安

、

床

を

転

げ

ま

わ

る

。 



 

3 

 

浦

安

「

イ

メ

ー

ジ

ダ

ウ

ン

じ

ゃ

ん

！

 

う

わ

ぁ

！ 

ど

う

し

よ

ー

！

 

金

な

ら

い

く

ら

で

も

出

す

！ 
だ

っ

て

貯

金

八

百

万

あ

る

か

ら

ー

！

」 

 

〇 

同

・

収

録

ス

タ

ジ

オ 

観

覧

席

か

ら

爆

笑

が

起

き

る

。 

 

〇 

同

・

楽

屋 

Ａ

Ｄ

「

テ

ッ

テ

レ

ー

！ 

ド

ッ

キ

リ

で

し

た

ー

！

」 

浦

安

「

も

ぉ

ー

、

勘

弁

し

て

く

だ

さ

い

よ

ぉ

」 

 

〇 

同

・

収

録

ス

タ

ジ

オ 

司

会

者

「

い

や

最

高

だ

っ

た

よ

！ 

貯

金

額

ま

で

暴

露

し

ち

ゃ

っ

て

さ

ぁ

」 

浦

安

の

声

「

ち

ょ

！ 

絶

対

ピ

ー

入

れ

て

く

だ

さ

い

よ

！

」 

 

〇 

同

・

楽

屋 

浦

安

「

ド

ッ

キ

リ

、

大

成

功

ー

！

」 

 



 

4 

 

〇 

同

・

廊

下 

竹

本

・

浦

安

、

Ａ

Ｄ

と

話

し

て

い

る

。 
竹

本

「

お

蔵

入

り

？

！

」 

Ａ

Ｄ

「

さ

す

が

に

仕

掛

け

人

の

演

技

が

下

手

す

ぎ

。

あ

れ

じ

ゃ

や

ら

せ

疑

わ

れ

る

ん

で

」 

竹

本

「

撮

り

直

し

と

か

で

き

ま

せ

ん

か

？

」 

Ａ

Ｄ

「

仕

掛

け

に

結

構

金

も

時

間

も

か

か

っ

て

た

ん

で

、

ま

た

っ

て

い

う

と…
…

」 

曲

が

り

角

か

ら

急

に

ス

タ

ッ

フ

が

出

て

く

る

。 

浦

安

、

派

手

に

尻

餅

を

つ

い

て

、 

浦

安

「

う

わ

ぁ

！ 

ビ

ビ

っ

た

ぁ

！

」 

Ａ

Ｄ
「
（

吹

き

出

し

て

）
あ

は

は

！ 

や

っ

ぱ

サ

ニ

ー

さ

ん

の

リ

ア

ク

シ

ョ

ン

芸

お

も

ろ

。

ま

ぁ

、

ま

た

次

お

願

い

し

ま

す

よ

」 

浦

安

「

あ

り

が

と

う

ご

ざ

い

ま

す

！

」 

 

〇 

同

・

駐

車

場 

竹

本

・

浦

安

、

歩

い

て

く

る

。 

死

角

か

ら

警

備

員

出

て

く

る

。 

竹

本

「
（

驚

い

て

）

う

わ

っ

」 



 

5 

 

浦

安

「
（

驚

か

ず

）

お

疲

れ

様

で

ー

す

」 

 
〇 
車

内 運

転

し

て

い

る

竹

本

。 

後

部

座

席

で

タ

バ

コ

を

ふ

か

す

浦

安

。 

浦

安

「

リ

ア

ク

シ

ョ

ン

芸

人

の

マ

ネ

ー

ジ

ャ

ー

が

仕

掛

け

人

で

き

な

く

て

ど

う

す

ん

だ

よ

！ 

仕

事

無

く

す

気

か

！

」 

竹

本

「

す

み

ま

せ

ん

！

」 

浦

安

「

俺

に

は

も

う

ド

ッ

キ

リ

し

か

ね

ぇ

ん

だ

よ

。

ギ

ャ

グ

も

ダ

メ

、

ト

ー

ク

も

ダ

メ

で…
…

」 

竹

本

「
（

棒

読

み

で

）

そ

ん

な

こ

と

な

い

で

す

よ

ー

」 

浦

安

「

お

い

」 

竹

本

「

す

み

ま

せ

ん

。

子

ど

も

の

時

か

ら

ど

う

も

嘘

つ

く

の

下

手

で

」 

浦

安

「

に

し

て

も

大

根

役

者

す

ぎ

る

だ

ろ

。

お

前

、

あ

れ

だ

。

な

ん

か

演

技

レ

ッ

ス

ン

と

か

受

け

ろ

」 

竹

本

「

演

技

レ

ッ

ス

ン

、

で

す

か

」 

浦

安

「

ア

ク

タ

ー

ズ

ス

ク

ー

ル

と

か

、

今

い

ろ

い

ろ

あ

ん

だ

ろ

。

そ

の

棒

読

み

直

せ

」 



 

6 

 

竹

本

「

経

費

で

落

ち

ま

す

か

ね

」 

浦

安

「

無

理

だ

な

。

お

、

そ

こ

次

曲

が

っ

て

く

れ

。

母

ち

ゃ

ん

と

こ

寄

っ

て

く

わ

」 

竹

本

「

あ

、

は

い

！

」 

 

〇 

老

人

ホ

ー

ム

・

駐

車

場 

浦

安

、

車

か

ら

降

り

る

。 

浦

安

「

演

技

レ

ッ

ス

ン

、

自

腹

で

も

通

え

よ

」 

竹

本

「

は

い…
…

」 

浦

安

「

じ

ゃ

、

お

疲

れ

」 

浦

安

、

入

り

口

に

向

か

う

。 

 

〇 

雑

居

ビ

ル

・

入

口 

竹

本

、

ビ

ル

を

見

上

げ

、 

竹

本

「

こ

こ

？

」 

い

か

に

も

廃

墟

な

ビ

ル

。 

竹

本

の

ス

マ

ホ

に

は

、

に

こ

に

こ

ア

ク

タ

ー

ズ

ス

ク

ー

ル

の

広

告

が

表

示

さ

れ

て

い

る

。 

『

一

か

月

五

千

円

で

通

い

放

題

！

』
の

文

字

。 

 



 

7 

 

〇 

同

・

廊

下 

竹

本

、

キ

ョ

ロ

キ

ョ

ロ

し

な

が

ら

歩

く

。 

ネ

ズ

ミ

が

横

切

る

。 

竹

本

「…
…

や

っ

ぱ

や

め

よ

う

」 

竹

本

、

引

き

返

そ

う

と

す

る

。 

一

ノ

瀬

美

緒

（2
2

）
、

歩

い

て

く

る

。 

竹

本

「

あ

」 

美

緒

「

あ

。

あ

の

、

も

し

か

し

て

に

こ

に

こ

ア

ク

タ

ー

ズ

ス

ク

ー

ル

の

？

」 

美

緒

に

見

惚

れ

て

い

た

竹

本

、

我

に

返

り

、 

竹

本

「

あ

、

は

い

！ 

今

日

か

ら

通

う…
…

」 

美

緒

「

私

も

な

ん

で

す

！ 

あ

れ

、

教

室

そ

っ

ち

で

す

よ

ね

」 

竹

本

「

あ

、

行

き

ま

し

ょ

う

か

！

」 

 

〇 

同

・

教

室 

年

齢

層

広

め

な

十

人

程

度

の

生

徒

た

ち

が

席

に

つ

い

て

い

る

。 

教

壇

に

立

つ

荒

井

紗

季

（2
9

）
。 

紗

季

「

に

こ

に

こ

ア

ク

タ

ー

ズ

ス

ク

ー

ル

で

講

師

を
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し

て

い

ま

す

。

荒

井

で

す

」 

紗

季

、

千

田

一

馬

（2
0

）

を

指

さ

し

て

、 
紗

季

「

あ

な

た

名

前

は

？

」 

千

田

「

へ

、

あ

、

千

田

で

す

。

千

田

一

馬

」 

紗

季

「

あ

な

た

は

ど

ん

な

自

分

に

な

り

た

く

て

こ

こ

に

来

た

の

？

」 

千

田

「

え

っ

と

、

僕

、

フ

リ

ー

で

俳

優

や

っ

て

る

ん

で

す

け

ど

、

オ

ー

デ

ィ

シ

ョ

ン

は

落

ち

て

ば

っ

か

で

。

周

り

に

も

バ

カ

に

さ

れ

て

。

で

も

、

で

も

」 

紗

季

、

千

田

の

肩

を

抱

く

。 

紗

季

「

こ

こ

で

人

生

変

わ

る

よ

」 

千

田

「…
…

は

い

！

」 

紗

季

「
（

竹

本

を

指

さ

し

て

）

あ

な

た

は

！

」 

竹

本

「

あ

っ

と…
…

竹

本

で

す

。

え

ー

、

僕

は

、

人

を

騙

せ

る

よ

う

に

な

り

た

く

て

」 

紗

季

「

騙

す…
…

？

」 

紗

季

、

竹

本

に

近

寄

り

顔

を

見

つ

め

る

。 

竹

本

、

ご

く

り

と

つ

ば

を

飲

み

込

む

。 

紗

季

、

に

こ

っ

と

笑

う

。 

紗

季

「
（

美

緒

を

指

さ

し

て

）

あ

な

た

は

！

」 
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美

緒

、

恐

る

恐

る

立

ち

上

が

る

。 

美

緒

「

一

ノ

瀬

美

緒

で

す

」 

竹

本

、

美

緒

を

見

つ

め

る

。 

美

緒
「

私

は…
…

。（

前

を

向

い

て

）
私

は

、
人

の

心

を

動

か

す

よ

う

な

女

優

に

な

り

た

い

で

す

。

ど

ん

な

こ

と

が

あ

っ

て

も

、

絶

対

に

諦

め

ま

せ

ん

」 

美

緒

、
竹

本

の

視

線

に

気

づ

い

て

は

に

か

む

。 

紗

季

「

あ

な

た

た

ち

の

夢

は

絶

対

に

叶

う

！ 

一

緒

に

演

じ

ま

し

ょ

う

！

」 

 

×
 

×
 

×
 

 

紗

季

「

は

い

、

腹

の

底

か

ら

声

出

す

ー

！

」 

一

同

「

あ

め

ん

ぼ

あ

か

い

な

あ

い

う

え

お

！

」 

紗

季

、

竹

本

の

腹

を

力

強

く

押

す

。 

竹

本

「

う

っ

」 

 

×
 

×
 

×
 

 

林

冬

馬

（3
0

）
、

ホ

イ

ッ

ス

ル

を

吹

く

。 
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教

室

内

を

ぐ

る

ぐ

る

走

る

生

徒

た

ち

。 

林

「

は

い

、

あ

と

十

周

！ 

体

力

つ

け

な

き

ゃ

い

い

芝

居

な

ん

て

で

き

な

い

よ

ー

！

」 
千

田

、

転

ぶ

。 

竹

本

、

千

田

に

手

を

貸

し

て

起

き

上

が

ら

せ

る

。 

千

田

「

す

み

ま

せ

ん…
…

」 

竹

本

「

大

丈

夫

？ 

休

ん

だ

ら

？

」 

千

田
「

い

え…
…

。
僕

絶

対

自

分

を

変

え

た

い

ん

で

！

」 

竹

本

「…
…

よ

し

、

一

緒

に

頑

張

ろ

う

！

」 

 

×
 

×
 

×
 

 

千

田

「

お

宅

の

息

子

さ

ん

の

せ

い

な

ん

で

す

よ

？

」 

竹

本

「
（

棒

読

み

で

）

大

変

申

し

訳

ご

ざ

い

ま

せ

ん

」 

塚

地

卓

也
（3

5

）
、
カ

チ

ン

コ

を

鳴

ら

し

て

、 

塚

地

「

カ

ッ

ト

！ 

台

本

を

読

む

の

だ

け

が

芝

居

じ

ゃ

な

い

ん

だ

よ

！ 

も

っ

と

魂

で

演

じ

な

き

ゃ

！

」 

竹

本

「

は

い

！

」 

塚

地

「

千

田

。

お

前

は

よ

く

な

っ

て

き

た

よ

」 
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千

田

「

あ

り

が

と

う

ご

ざ

い

ま

す

！ 

実

は

次

の

オ

ー

デ

ィ

シ

ョ

ン

も

結

構

自

信

あ

っ

て

」 

塚

地

・

林

、

ア

イ

コ

ン

タ

ク

ト

を

取

る

。 
竹

本

、

見

学

し

て

た

美

緒

と

目

が

合

う

。 

美

緒

「
（

口

パ

ク

で

）

頑

張

っ

て

」 

竹

本

「
（

笑

顔

に

な

っ

て

）

う

ん

！

」 

 

〇 

テ

レ

ビ

局

・

楽

屋 

浦

安

「

演

技

の

方

は

ど

う

な

ん

だ

？

」 

竹

本

「

順

調

で

す

」 

浦

安

「

ど

れ

、

見

せ

て

み

ろ

」 

竹

本

、

咳

払

い

を

す

る

。 

竹

本

「
（

棒

読

み

で

）

浦

安

さ

ん

、

大

変

で

す

ー

！

」 

浦

安

「

学

校

変

え

ろ

」 

竹

本

「

え

ぇ

！ 

上

達

し

て

な

い

で

す

か

！

」 

浦

安
「

全

く

。
む

し

ろ

ひ

ど

く

な

っ

て

ね

ぇ

か

？ 

も

っ

と

い

い

と

こ

あ

ん

だ

ろ

」 

竹

本

「

で

も…
…

」 

浦

安

「

何

だ

。

い

い

女

で

も

い

た

の

か

」 

竹

本
「
（

棒

読

み

で

）
違

い

ま

す

よ

ー

。
僕

は

仕

事

の
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た

め

に

通

っ

て

ん

で

す

か

ら

ー

」 

浦

安

「

お

前

は

ほ

ん

と

嘘

が

つ

け

な

い

や

つ

だ

な

。

い

て

て…
…

」 
浦

安

、

頭

を

さ

す

る

。 

竹

本

「

さ

っ

き

の

タ

ラ

イ

、

大

丈

夫

で

し

た

？ 

柔

ら

か

い

の

に

変

え

て

も

ら

う

よ

う

言

っ

て

た

ん

で

す

け

ど

」 

浦

安

「

そ

れ

じ

ゃ

い

い

音

出

ね

ぇ

よ

」 

竹

本

「

で

も

」 

浦

安

「

大

丈

夫

だ

っ

て

。

よ

し

！ 

次

は

電

気

シ

ョ

ッ

ク

だ

っ

け

。

行

く

ぞ

！

」 

 

〇 

雑

居

ビ

ル

・

教

室

（

夜

） 

美

緒

、

走

っ

て

入

っ

て

く

る

。 

美

緒

「

お

は

よ

う

ご

ざ

い

ま

す

！

」 

美

緒

、

息

を

切

ら

し

な

が

ら

竹

本

の

隣

に

座

る

。 

竹

本

「

大

丈

夫

？

」 

美

緒

「

ち

ょ

っ

と

バ

イ

ト

が

長

引

い

ち

ゃ

っ

て

」 

千

田

の

声

「

は

よ

ー

っ

す

」 
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竹

本

「

あ

、

千

田

く―
―

」 

竹

本

、

千

田

を

見

る

。 

全

身

ブ

ラ

ン

ド

服

で

高

そ

う

な

腕

時

計

を

付

け

て

い

る

千

田

。 

竹

本
「

千

田

く

ん

？ 

な

ん

か

、
雰

囲

気

変

わ

っ

た

？

」 

千

田

「

そ

っ

す

か

？

」 

竹

本

「

高

そ

う

な

服

着

て

る

し…
…

。

も

し

か

し

て

オ

ー

デ

ィ

シ

ョ

ン

受

か

っ

た

の

？

」 

千

田
「
（

鼻

で

笑

っ

て

）
あ

ぁ

。
あ

ん

な

ん

バ

カ

が

や

る

こ

と

っ

す

よ

」 

竹

本

「

え

？

」 

紗

季

、

入

っ

て

く

る

。 

紗

季

「

は

い

、

お

は

よ

う

ご

ざ

い

ま

ー

す

」 

一

同

「

お

は

よ

う

ご

ざ

い

ま

す

！

」 

 

〇 

同

・

入

り

口

前

（

夜

） 

竹

本

、

入

り

口

の

方

を

気

に

し

て

い

る

と

、

美

緒

、

出

て

く

る

。 

美

緒

「

あ

、

竹

本

く

ん

。

お

疲

れ

様

」 

竹

本

「

お

疲

れ

様

。

あ

ー

、

お

腹

空

い

て

な

い

？

」 
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美

緒

「

空

い

て

る

！ 

今

日

の

エ

チ

ュ

ー

ド

結

構

動

き

あ

っ

た

も

ん

ね

」 
竹

本

「

も

し

よ

か

っ

た

ら

飯

と

か

、

ど

う

？

」 

美

緒

「

ご

め

ん

、

こ

の

後

バ

イ

ト

で

」 

竹

本

「

え

、

こ

れ

か

ら

？

」 

美

緒

「

う

ん

」 

竹

本

「

そ

っ

か…
…

。

大

丈

夫

？ 

そ

ん

な

働

き

づ

め

で

身

体

壊

さ

な

い

？

」 

美

緒

「

稼

が

な

い

と

い

け

な

い

か

ら

。…
…

恥

ず

か

し

い

話

、

私

詐

欺

に

遭

っ

た

ん

だ

」 

竹

本

「

え

」 

美

緒

「

前

に

入

っ

て

た

事

務

所

。

ち

ょ

っ

と

悪

い

と

こ

だ

っ

た

み

た

い

で

。

レ

ッ

ス

ン

無

料

っ

て

聞

い

て

た

ん

だ

け

ど

、

実

際

は

高

額

で

。

辞

め

た

後

も

そ

の

お

金

返

さ

な

い

と

い

け

な

く

て

さ

」 

竹

本

「

ひ

ど

い

ね

」 

美

緒

「

騙

さ

れ

た

私

が

悪

い

の

。

だ

か

ら

泣

き

言

な

ん

て

言

っ

て

ら

れ

な

い

。

そ

ん

な

暇

が

あ

っ

た

ら

早

く

お

芝

居

で

食

べ

れ

る

よ

う

に

な

ら

な

く

ち

ゃ

」 

竹

本

「…
…

で

き

る

と

思

う

。

美

緒

ち

ゃ

ん

な

ら

」 
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美

緒

「

あ

り

が

と

う

。

じ

ゃ

あ

ま

た

ね

」 

竹

本

「

う

ん

！ 

お

疲

れ

様

！

」 

美

緒

、

歩

い

て

い

く

。 
竹

本

、
た

め

息

を

つ

い

て

ポ

ケ

ッ

ト

を

探

る

。 

竹

本

「

あ

れ

。

ス

マ

ホ…
…

」 

 

〇 

同

・

廊

下

（

夜

） 

竹

本

、

歩

い

て

く

る

。 

千

田

が

教

室

に

入

っ

て

い

く

の

が

見

え

る

。 

竹

本

、

駆

け

出

し

教

室

に

入

ろ

う

と

す

る

。 

千

田

の

声

「

俺

、

俺

。

そ

う

タ

ケ

シ

」 

竹

本

、
「

え

？

」

と

動

き

が

止

ま

る

。 

千

田

の

声

「

い

や

実

は

今

事

故

っ

ち

ゃ

っ

て

。

相

手

ケ

ガ

さ

せ

ち

ゃ

っ

た

ん

だ

よ

ね

。

う

ん

、

金

が

い

る

っ

て

。

百

万

く

ら

い

」 

竹

本

、

教

室

を

の

ぞ

く

と

、

電

話

を

か

け

て

い

る

人

々

の

姿

。 

林

「

お

ぉ

、

な

か

な

か

い

い

じ

ゃ

ん

。

す

ぐ

即

戦

力

に

な

る

よ

」 

千

田

「

あ

り

が

と

う

ご

ざ

い

ま

す

！

」 
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男
「
（

電

話

し

な

が

ら

）
ク

リ

ッ

ク

し

た

か

ら

に

は

払

っ

て

も

ら

わ

な

い

と

」 
塚

地
「
（

電

話

し

な

が

ら

）
こ

ち

ら

警

察

な

ん

で

す

が

、

あ

な

た

の

キ

ャ

ッ

シ

ュ

カ

ー

ド

が

」 

机

の

上

に

札

束

や

キ

ャ

ッ

シ

ュ

カ

ー

ド

が

置

い

て

あ

る

。 

竹

本

「

こ

れ…
…

」 

竹

本

、

後

ろ

か

ら

何

者

か

に

羽

交

い

絞

め

に

さ

れ

る

。 

抵

抗

む

な

し

く

隣

の

倉

庫

に

引

き

ず

り

込

ま

れ

る

。 

 

〇 

同

・

倉

庫

（

夜

） 

解

放

さ

れ

見

る

と

、

紗

季

だ

っ

た

。 

竹

本

「

荒

井

先

生

！

」 

紗

季

「

し

っ

！

」 

竹

本

「

あ

の

あ

れ

っ

て

」 

紗

季

「…
…

そ

う

よ

」 

竹

本

「

あ

れ

詐

欺

で

す

よ

ね

？

」 

紗

季

「

オ

レ

オ

レ

詐

欺

に

架

空

請

求

。

何

で

も

や

る
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特

殊

詐

欺

グ

ル

ー

プ

。

に

こ

に

こ

ア

ク

タ

ー

ズ

ス

ク

ー

ル

は

俳

優

や

女

優

の

た

ま

ご

を

育

て

て

る

ん

じ

ゃ

な

い

。

詐

欺

師

を

育

て

て

る

の

」 

竹

本

「

通

報

し

な

い

と

！ 

あ

、

ス

マ

ホ…
…

。

交

番

に

！ 

お

巡

り

さ

ん

！

」 

紗

季

「

待

っ

て

！ 

警

察

な

ら

こ

こ

に

い

る

！

」 

竹

本

「

え

？

」 

紗

季

「

私

は

刑

事

な

の

」 

紗

季

、

警

察

手

帳

を

見

せ

る

。 

紗

季

「

潜

入

捜

査

中

」 

竹

本

「

先

生

が

？ 

じ

ゃ

あ

今

す

ぐ

逮

捕―
―

」 

紗

季

「

で

き

な

い

の

。

今

逮

捕

し

た

っ

て

ト

カ

ゲ

の

し

っ

ぽ

切

り

み

た

い

な

も

ん

。

指

示

役

を

掴

ま

な

き

ゃ

」 

竹

本

「

で

も

目

の

前

で

犯

罪

が

行

わ

れ

て

る

ん

で

す

よ

？ 

千

田

く

ん

だ

っ

て

巻

き

込

ま

れ

て

る

し

！

」 

紗

季

「…
…

実

は

、

次

に

狙

わ

れ

て

る

の

は

美

緒

さ

ん

な

の

」 

竹

本

「

美

緒

ち

ゃ

ん

？

」 

紗

季

「

彼

女

お

金

に

困

っ

て

る

で

し

ょ

う

。

そ

う

い
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う

子

は

取

り

込

み

や

す

い

の

よ

」 

竹

本

「

だ

っ

た

ら

な

お

さ

ら

早

く

逮

捕

し

て

く

だ

さ

い

！

」 

紗

季

「

下

手

に

動

け

ば

美

緒

さ

ん

の

命

が

危

な

い

。

こ

こ

は

や

ば

い

と

こ

ろ

と

繋

が

り

も

あ

る

か

ら

。

竹

本

く

ん

は

こ

の

ま

ま

何

も

知

ら

な

い

フ

リ

を

し

て

」 

竹

本

「

そ

ん

な…
…

」 

紗

季

「

そ

れ

が

一

番

安

全

な

の

。

信

じ

て

」 

紗

季

、

竹

本

の

目

を

じ

っ

と

見

る

。 

竹

本

「…
…

は

い

」 

紗

季

、

出

て

行

く

。 

塚

地

の

声

「

何

か

あ

り

ま

し

た

？

」 

紗

季

の

声

「

い

い

え

、

何

も

」 

立

ち

尽

く

す

竹

本

。 

 

〇

老

人

ホ

ー

ム

・

個

室 

ノ

ッ

ク

の

音

。 

竹

本

、

入

っ

て

く

る

。 

竹

本

「

失

礼

し

ま

す

」 
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浦

安

「

お

ぅ

、

悪

い

な

」 

竹

本

、

菓

子

箱

を

浦

安

に

渡

す

。 
竹

本

「

い

え

、

全

然

。

ご

無

沙

汰

し

て

ま

す

」 
ベ

ッ

ド

に

座

っ

て

い

る

浦

安

和

子

（8
0

）
。 

和

子

、

竹

本

を

見

て

に

こ

に

こ

し

て

い

る

。 

浦

安

「

こ

れ

だ

ろ

？ 
前

食

い

た

い

っ

て

、

母

ち

ゃ

ん

が

言

っ

て

た

や

つ

」 

和

子

「

智

く

ん

の

お

友

達

？

」 

浦

安

、

竹

本

に

ア

イ

コ

ン

タ

ク

ト

を

取

る

。 

竹

本
「
（

棒

読

み

で

）
あ

、
は

い

！ 

智

く

ん

に

は

い

つ

も

お

世

話

に

な

っ

て

て

」 

和

子

「

ゆ

っ

く

り

し

て

い

っ

て

ね

」 

浦

安

「

お

茶

で

も

淹

れ

よ

う

か

」 

和

子

「

あ

ら

あ

ら

。

す

み

ま

せ

ん

ね

ぇ

。

息

子

の

分

も

お

願

い

で

き

ま

す

か

？

」 

竹

本

、

ハ

ッ

と

し

て

浦

安

の

顔

を

見

る

。 

浦

安

「

は

い

は

い

。

か

し

こ

ま

り

ー

」 

 

〇 

同

・

入

り

口

前 

浦

安

・

竹

本

、

出

て

く

る

。 
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竹

本

「

お

母

さ

ん

、

お

元

気

そ

う

で

よ

か

っ

た

で

す

ね

」 
浦

安

「

ま

ぁ

身

体

は

な

。

最

近

ま

た

ひ

ど

く

な

っ

た

ら

し

く

っ

て

も

う

し

っ

ち

ゃ

か

め

っ

ち

ゃ

か

だ

よ

。

息

子

す

ら

分

か

ん

な

い

ん

だ

か

ら

」 

竹

本

「…
…

」 

浦

安

「

ま

、

ダ

ラ

ダ

ラ

芸

人

続

け

て

食

い

潰

さ

れ

た

挙

句

、

面

倒

す

ら

見

な

い

ん

だ

か

ら

。

こ

ん

な

息

子

忘

れ

た

い

か

」 

竹

本

「

で

も

浦

安

さ

ん

、

給

料

は

ほ

と

ん

ど

お

母

さ

ん

の

た

め

に

使

っ

て

る

じ

ゃ

な

い

で

す

か

。

こ

の

施

設

だ

っ

て

。

浦

安

さ

ん

が

休

ま

ず

に

働

い

た

か

ら

こ

ん

な

い

い

と

こ

ろ

に

移

れ

た

わ

け

で

」 

浦

安

「

皮

肉

な

も

ん

だ

よ

な

ぁ

。

騙

さ

れ

た

金

で

親

孝

行

な

ん

て

。

母

ち

ゃ

ん

は

騙

さ

れ

て

苦

労

し

た

っ

て

い

う

の

に

」 

竹

本

「

騙

さ

れ

た

？

」 

浦

安

「

投

資

詐

欺

っ

て

い

う

の

？ 

そ

れ

で

父

ち

ゃ

ん

借

金

作

っ

て

逃

げ

た

ん

だ

よ

。

最

近

ま

た

流

行

っ

て

ん

だ

ろ

。
な

ん

か

企

画

来

て

な

か

っ

た

か

？

」 
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竹

本

「

あ

、

は

い

。

浦

安

さ

ん

が

受

け

子

経

験

の

あ

る

非

行

少

年

に

イ

ン

タ

ビ

ュ

ー

す

る

っ

て

」 
浦

安

「

ま

た

俺

ボ

コ

ボ

コ

に

さ

れ

る

や

つ

か

？

」 

竹

本

「

一

応

演

出

と

し

て

入

っ

て

ま

す

け

ど

、

あ

と

で

断

ろ

う

か

と

」 

浦

安

「

あ

ー

、

い

い

よ

い

い

よ

。

あ

っ

ち

も

そ

の

画

撮

り

た

く

て

俺

呼

ん

で

る

ん

だ

し

」 

竹

本

「

で

も

」 

浦

安

「

い

い

っ

て

。

に

し

て

物

騒

な

世

の

中

だ

よ

な

ぁ

。

俺

で

さ

え

金

な

く

て

も

犯

罪

に

は

走

ら

な

か

っ

た

よ

。

今

じ

ゃ

結

構

身

近

だ

か

ら

な

ぁ

」 

竹

本

「

は

い…
…

」 

 

〇 

同

・

教

室 

竹

本

、

美

緒

の

顔

を

じ

っ

と

見

て

い

る

。 

美

緒

「

ど

う

し

た

の

？

」 

竹

本

「
（

棒

読

み

で

）

何

で

も

な

い

よ

」 

美

緒

「

絶

対

何

か

あ

る

よ

ね

？

」 

紗

季

「

竹

本

く

ん

！

」 

ビ

ク

ッ

と

す

る

竹

本

。 
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紗

季

「

ち

ょ

っ

と

来

て

く

れ

る

？

」 

 
〇 
同

・

倉

庫 

紗

季

「

何

で

あ

ん

た

は

そ

う

演

技

が

下

手

な

の

！

」 

竹

本

「

す

み

ま

せ

ん

」 

紗

季

「

私

に

任

せ

て

く

れ

れ

ば

い

い

か

ら

。

竹

本

く

ん

は

も

う

、

本

当

に

何

も

し

な

い

で

」 

竹

本

「…
…

指

示

役

が

分

か

れ

ば

す

ぐ

逮

捕

で

き

る

ん

で

す

よ

ね

？

」 

紗

季
「

そ

う

。
今

捜

査

中

だ

か

ら

余

計

な

こ

と―
―

」 

竹

本

「

じ

ゃ

あ

僕

が

協

力

し

ま

す

！

」 

紗

季

「

え

？

」 

竹

本

「

僕

も

詐

欺

グ

ル

ー

プ

に

入

り

ま

す

！ 

そ

れ

で

先

生

と

一

緒

に

指

示

役

を

探

し

ま

す

」 

紗

季

「

い

や

い

や

一

般

人

を

巻

き

込

む

わ

け

に

は

」 

竹

本

「

早

く

し

な

い

と

、

美

緒

ち

ゃ

ん

が

危

な

い

ん

で

し

ょ

！ 

僕

を

入

れ

て

く

だ

さ

い

！

」 

紗

季

「

う

ー

ん…
…

」 

竹

本

「

荒

井

先

生

！

」 

紗

季

「

は

っ

き

り

言

っ

て

あ

な

た

の

演

技

は

ゴ

ミ

で
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す

」 

竹

本

「

ゴ…
…

」 
紗

季

「

な

ん

で

そ

こ

ま

で

下

手

に

で

き

る

か

な

っ

て

く

ら

い

。
に

こ

に

こ

ア

ク

タ

ー

ズ

ス

ク

ー

ル

は

ね

、

お

金

に

困

っ

て

る

子

だ

け

を

引

き

込

ん

で

る

ん

じ

ゃ

な

い

の

。

詐

欺

に

必

要

な

演

技

力

を

身

に

着

け

た

子

を

仲

間

に

し

て

る

の

。

今

あ

な

た

を

入

れ

た

ら

、

私

が

怪

し

ま

れ

る

」 

竹

本

「

じ

ゃ

あ

先

生

が

教

え

て

く

だ

さ

い

！ 

演

技

を

！

」 

紗

季

「

は

？

」 

竹

本

「

授

業

以

外

で

も

、

つ

き

っ

き

り

で

！

」 

紗

季

「

な

ん

で

そ

ん

な

こ

と

」 

竹

本

「

潜

入

捜

査

っ

て

演

技

力

が

必

要

で

し

ょ

？ 

荒

井

先

生

は

そ

れ

が

で

き

て

る

！ 

そ

の

技

術

を

教

え

て

く

だ

さ

い

！

」 

紗

季

「

何

で

そ

こ

ま

で

」 

竹

本
「
（

棒

読

み

で

）
別

に

た

だ

の

正

義

感

で

す

よ

ー

」 

紗

季
「
（

た

め

息

を

つ

い

て

）…
…

分

か

っ

た

。
だ

け

ど

覚

悟

し

と

い

て

ね

。
私

の

や

り

方

で

行

く

か

ら

」 
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竹

本

「

は

い

！

」 

 
〇 
街

中 中

年

の

女

、

女

子

大

生

の

手

を

取

り

、

話

し

込

ん

で

い

る

。 

中

年

の

女

「

ほ

ん

と

す

べ

す

べ

。

あ

ら

、

で

も

お

顔

は…
…

。

シ

ミ

の

元

が

で

き

て

る

！

」 

女

子

大

生

「

え

ぇ

！

」 

中

年

の

女

「

私

も

若

い

時

は

そ

う

だ

っ

た

ん

だ

け

ど

ね

ぇ

。
化

粧

水

変

え

て

か

ら

も

う

お

肌

つ

や

つ

や

」 

中

年

の

女

、

バ

ッ

グ

か

ら

化

粧

水

ボ

ト

ル

と

パ

ン

フ

レ

ッ

ト

を

取

り

出

す

。 

中

年

の

女

「

絹

ご

し

豆

腐

肌

っ

て

知

っ

て

る

？

」 

竹

本

、

中

年

の

女

と

女

子

大

生

の

間

に

割

り

込

ん

で

、 

竹

本

「
（

棒

読

み

で

）

わ

ぁ

そ

れ

気

に

な

り

ま

す

ー

」 

中

年

の

女

「

何

お

兄

さ

ん

」 

女

子

大

生

、
竹

本

に

怪

訝

な

顔

を

し

て

去

る

。 

中

年

の

女

「

あ

ぁ

！

」 

竹

本

「
（

棒

読

み

で

）

試

し

て

み

て

も

い

で

す

か

」 
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中

年

の

女

「

も

う

！

」 

中

年

の

女

、

竹

本

に

肩

を

ぶ

つ

け

去

る

。 
男

の

声

「

一

万

預

け

る

だ

け

で

十

万

に

」 
竹

本

、

慌

て

て

男

を

追

い

か

け

る

。 

竹

本

「

僕

も

聞

か

せ

て

く

だ

さ

い

！

」 

 

〇 

カ

フ

ェ

・

店

内 

男

「

で

ね

、

こ

の

ア

プ

リ

に

キ

ャ

ッ

シ

ュ

カ

ー

ド

情

報

を

入

力

す

る

だ

け

な

ん

だ

よ

」 

竹

本
「
（

棒

読

み

で

）
す

ご

く

お

金

に

困

っ

て

い

た

か

ら

ー

。

僕

、

奨

学

金

返

さ

な

い

と

い

け

な

く

て

」 

目

が

泳

い

で

い

る

竹

本

。 

男

、

キ

ョ

ロ

キ

ョ

ロ

周

囲

を

見

渡

す

。 

男

「

何

。

な

ん

か

撮

影

？

」 

竹

本

「

は

い

？

」 

男

「

い

る

ん

だ

よ

な

。

マ

ル

チ

引

っ

か

か

っ

て

み

た

と

か

言

っ

て

ネ

ッ

ト

に

あ

げ

る

や

つ

」 

男

、

慌

て

て

手

で

顔

を

隠

し

出

て

行

く

。 

竹

本

「

先

生

の

や

り

方

っ

て

こ

れ

で

す

か

？

」 

竹

本

、

振

り

返

る

と

、

後

ろ

の

席

に

い

た

紗
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季

。 

紗

季

「

そ

う

よ

。

お

金

に

困

っ

て

る

演

技

を

し

て

、

マ

ル

チ

の

話

を

聞

く

」 
紗

季

、

竹

本

の

隣

に

座

る

。 

紗

季

「

い

い

？ 
演

技

っ

て

い

う

の

は

ど

れ

だ

け

騙

せ

る

か

っ

て

い

う

こ

と

な

の

」 

竹

本

「

騙

す…
…

」 

紗

季

、

竹

本

の

バ

ッ

グ

の

中

か

ら

大

量

の

パ

ン

フ

レ

ッ

ト

を

取

り

出

す

。 

紗

季

「

投

資

に

化

粧

水

に

浄

水

器

。

あ

な

た

か

ら

お

金

を

取

ろ

う

と

し

た

奴

ら

は

何

し

て

た

？

」 

紗

季

、

竹

本

に

顔

を

近

づ

け

る

。 

紗

季

「

目

を

じ

っ

と

見

て

た

で

し

ょ

う

？

」 

竹

本

「

確

か

に

。

言

わ

れ

て

み

れ

ば

」 

紗

季

「

私

の

目

に

は

何

が

映

っ

て

る

？

」 

じ

っ

と

見

つ

め

合

っ

て

い

る

竹

本

と

紗

季

。 

紗

季

「

あ

な

た

で

し

ょ

う

？ 

人

は

自

分

の

信

じ

た

い

も

の

し

か

見

な

い

。

だ

か

ら

、

自

分

が

映

っ

て

い

る

目

を

信

じ

ち

ゃ

う

の

」 

竹

本
「

騙

す

時

ほ

ど

、
目

を

見

ろ

っ

て

こ

と

で

す

か

？

」 
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紗

季

「

そ

う

。

あ

な

た

の

目

は

泳

ぎ

す

ぎ

だ

か

ら

意

味

な

い

け

ど

」 

竹

本

、

慌

て

て

手

で

目

を

覆

う

。 

紗

季

「

じ

ゃ

、

そ

の

調

子

で

。

騙

さ

れ

れ

ば

騙

さ

れ

る

ほ

ど

、

い

い

演

技

が

で

き

る

わ

よ

」 

紗

季

、

出

て

行

く

。 

竹

本

、

た

め

息

を

つ

く

。 

女

の

声

「

そ

う

な

の

！ 

お

友

達

を

紹

介

す

る

だ

け

で

一

万

円―
―

」 

竹

本

、

声

が

し

た

方

に

駆

け

て

い

く

。 

竹

本

「
（

棒

読

み

で

）

僕

興

味

あ

り

ま

す

ー

」 

 

〇 

雑

居

ビ

ル

・

廊

下 

電

話

を

し

て

い

る

美

緒

。 

美

緒

「

は

い

。

す

み

ま

せ

ん

、

今

月

ち

ょ

っ

と

厳

し

く

て

。

い

や

、

利

子

上

げ

る

の

は

勘

弁

し

て

く

だ

さ

い

。

は

い

、

な

ん

と

か

し

ま

す

」 

美

緒

、

電

話

を

切

り

た

め

息

を

つ

く

。 

千

田

、

美

緒

に

駆

け

寄

る

。 

千

田
「

美

ー

緒

ち

ゃ

ん

。
ま

た

こ

れ

か

ら

バ

イ

ト

？

」 



 

28 

 

美

緒

「

う

ん

」 

千

田

「

そ

っ

か

。

俺

は

買

い

物

。

腕

時

計

で

も

買

お

う

か

な

っ

て

」 

美

緒

「

い

い

ね

。

最

近

お

し

ゃ

れ

だ

も

ん

ね

」 

千

田

「

ま

ぁ

、

い

い

バ

イ

ト

見

つ

け

た

か

ら

」 

美

緒

「

そ

う

な

ん

だ

」 

千

田

「

興

味

あ

る

な

ら

紹

介

し

よ

う

か

？

」 

美

緒

「

あ

ー…
…

。

と

り

あ

え

ず

今

の

と

こ

ろ

続

け

る

か

ら

大

丈

夫

。
あ

り

が

と

ね

。
じ

ゃ

、
お

疲

れ

」 

美

緒

、

歩

い

て

い

く

。 

千

田

、

美

緒

の

後

姿

を

見

つ

め

る

。 

 

〇 

繁

華

街

（

夜

） 

竹

本

「
（

棒

読

み

で

）

僕

本

当

に

お

金

に

困

っ

て

て

」 

男

「

ひ

や

か

し

な

ら

ど

っ

か

行

け

！

」 

男

、

竹

本

の

前

か

ら

去

る

。 

遠

く

で

見

て

い

た

紗

季

、

舌

打

ち

す

る

。 

紗

季

「

全

然

ダ

メ

。

見

て

な

」 

竹

本

「

え

」 

若

い

女

性

に

話

し

か

け

て

い

る

女

。 
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紗

季

、

女

に

駆

け

寄

っ

て

、 

紗

季

「

あ

の

、

す

み

ま

せ

ん…
…

。

ち

ょ

っ

と

聞

こ

え

ち

ゃ

っ

た

ん

で

す

け

ど

、

無

料

で

資

格

の

勉

強

が

で

き

る

っ

て…
…

」 

女

「

え

？ 

あ

ぁ

、

は

い

。

最

短

一

か

月

で

国

家

資

格

が―
―

」 

紗

季

「

本

当

で

す

か

！

」 

紗

季

、

女

に

詰

め

寄

る

。 

紗

季

「

あ

、

ご

め

ん

な

さ

い

、

大

き

な

声

出

し

ち

ゃ

っ

て

。

実

は

仕

事

を

探

し

て

て

、

資

格

が

あ

れ

ば

い

い

か

な

ー

と

」 

女

「

あ

ら

ぁ

、

そ

う

な

の

？

」 

紗

季

「

は

い…
…

。

シ

ン

グ

ル

マ

ザ

ー

で

、

娘

が

三

歳

な

ん

で

す

け

ど

ね

。

マ

マ

、

お

腹

空

い

た

っ

て

毎

日…
…

」 

紗

季

、

泣

き

出

す

。 

女

「

じ

ゃ

あ

ぜ

ひ

！ 

こ

ち

ら

お

渡

し

し

ま

す

ね

！ 

あ

と

も

し

よ

け

れ

ば

ち

ょ

っ

と

し

た

お

仕

事

も

紹

介

で

き

る

ん

だ

け

ど

」 

紗

季

「

え

ぇ

！ 

お

話

聞

か

せ

て

く

だ

さ

い

！

」 
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女

「

じ

ゃ

あ

カ

フ

ェ

と

か

入

り

ま

し

ょ

う

か

。

確

か

あ

っ

ち

に

」 

女

、

後

ろ

を

向

く

。 
紗

季

、
そ

の

隙

に

竹

本

を

連

れ

て

立

ち

去

る

。 

 

〇 

駅

前

（

夜

） 

紗

季

「

こ

れ

く

ら

い

で

き

な

き

ゃ

」 

竹

本

「

す

ご

か

っ

た

で

す…
…

。

で

も

娘

さ

ん

い

る

の

は

本

当

で

す

よ

ね

？

」 

紗

季

「

嘘

に

決

ま

っ

て

る

で

し

ょ

」 

紗

季

、
鏡

を

見

な

が

ら

ア

イ

メ

イ

ク

を

直

す

。 

竹

本

「

え

ぇ…
…

。

す

ご

い

リ

ア

リ

テ

ィ

あ

っ

た

の

に

。

警

察

に

な

る

と

演

技

力

も

身

に

つ

く

ん

で

す

か

？

」 

紗

季

「…
…

私

も

ね

、

昔

は

女

優

志

望

だ

っ

た

の

」 

竹

本

「

そ

う

だ

っ

た

ん

で

す

か

！

」 

紗

季
「

子

ど

も

の

時

か

ら

刑

事

ド

ラ

マ

が

好

き

で

ね

。

そ

れ

に

出

て

た

女

優

に

憧

れ

て

。

オ

ー

デ

ィ

シ

ョ

ン

受

け

た

り

小

っ

ち

ゃ

い

劇

団

に

入

っ

た

り

。
ま

、

ダ

メ

だ

っ

た

ん

だ

け

ど

」 
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竹

本

「

そ

れ

で

刑

事

に

？

」 

紗

季

「…
…

そ

」 
竹

本
「

そ

れ

女

優

に

な

る

よ

り

す

ご

く

な

い

で

す

か

。

本

物

に

な

っ

ち

ゃ

っ

た

っ

て

い

う

か

」 

紗

季

「

そ

う

ね

。

で

、

分

か

っ

た

の

？ 

あ

れ

く

ら

い

は

余

裕

で

で

き

な

い

と

、

に

こ

に

こ

ア

ク

タ

ー

ズ

ス

ク

ー

ル

は

あ

な

た

な

ん

か

入

れ

な

い

よ

？

」 

竹

本

「

は

い

！ 

最

初

は

な

ん

だ

こ

れ

、

意

味

あ

ん

の

か

よ

、

適

当

に

や

っ

て

る

ん

じ

ゃ

な

い

か

よ

っ

て

思

い

ま

し

た

け

ど

、

先

生

の

演

技

見

て

納

得

し

ま

し

た

。

頑

張

り

ま

す

！

」 

紗

季

「

素

直

ね

」 

竹

本

「

そ

れ

に

僕

が

こ

う

す

る

こ

と

で

被

害

に

遭

う

人

が

減

る

し

、

正

義

で

す

ね

！

」 

竹

本

、

駆

け

出

し

、

他

の

人

に

声

を

か

け

て

い

た

人

に

話

し

か

け

る

。 

紗

季

「

正

義

ね

」 

 

〇 

雑

居

ビ

ル

・

教

室

（

夜

） 

教

室

の

真

ん

中

で

立

っ

て

い

る

竹

本

と

美

緒

。 



 

32 

 

二

人

を

囲

ん

で

生

徒

た

ち

が

見

学

し

て

い

る

。 

千

田

、
ス

マ

ホ

を

い

じ

っ

て

あ

く

び

を

す

る

。 
美

緒

「

じ

ゃ

あ

私

が

犯

人

だ

っ

て

言

う

の

？

」 

竹

本

「

そ

う

で

す

！ 

あ

な

た

は

お

金

に

困

っ

て

い

た

。

だ

か

ら

遺

産

目

当

て

で

ご

主

人

を

殺

し

た

ん

だ

！

」 

塚

地

「

カ

ッ

ト

！

」 

拍

手

す

る

生

徒

た

ち

。 

塚

地

「

竹

本

！ 

す

ご

く

よ

く

な

っ

た

よ

！

」 

竹

本

「

あ

り

が

と

う

ご

ざ

い

ま

す

！

」 

林

「

本

当

に

見

違

え

た

よ

。

最

初

は

あ

ん

な

に

ひ

ど

か

っ

た

の

に

」 

竹

本
「
（

咳

払

い

し

て

）
実

は

役

者

に

転

身

し

よ

う

か

な

ー

っ

て

思

っ

て

る

ん

で

す

。

ま

ぁ

今

は

金

な

い

ん

で

無

理

で

す

け

ど

」 

塚

地

・

林

、

顔

を

見

合

わ

せ

る

。 

竹

本

、

紗

季

を

見

る

。 

紗

季

、

頷

く

。 

林

「

ま

ぁ

い

ろ

い

ろ

相

談

乗

る

か

ら

。

今

日

こ

の

後

ち

ょ

っ

と

残

っ

て

」 
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竹

本

「…
…

は

い

！

」 

塚

地
「

美

緒

は

ど

う

し

た

？ 

声

に

張

り

が

な

い

よ

」 
美

緒

「

す

み

ま

せ

ん

。

ち

ょ

っ

と

、

疲

れ

て

て

」 

林

「

よ

か

っ

た

ら

相

談

乗

る―
―

」 

竹

本
「
（

割

り

込

ん

で

）
あ

ー

！ 

（

棒

読

み

で

）
今

日

は

僕

が

た

く

さ

ん

相

談

し

た

い

ん

で

」 

紗

季

、

小

さ

く

舌

打

ち

す

る

。 

林

「

そ

う

？ 

ま

ぁ

、

ま

た

い

つ

で

も

」 

美

緒

「

あ

り

が

と

う

ご

ざ

い

ま

す

」 

塚

地

「

じ

ゃ

あ

次

は

杉

木

と

新

田

ー

」 

 

〇 

同

・

廊

下

（

夜

） 

美

緒

「

じ

ゃ

あ

お

疲

れ

様

」 

竹

本

「

気

を

付

け

て

」 

美

緒

「

う

ん

」 

竹

本

「…
…

あ

の

！

」 

美

緒

「

う

ん

？

」 

竹

本

「

任

せ

て

」 

美

緒

「

う

ん

？ 

う

ん

。

頑

張

っ

て

」 

美

緒

、

歩

い

て

い

く

。 
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竹

本

「…
…

よ

し

！

」 

 
〇 
同

・

教

室

（

夜

） 
電

話

を

か

け

て

い

る

生

徒

た

ち

。 

千

田

「

よ

う

こ

そ

。

こ

れ

で

勝

ち

組

で

す

よ

」 

竹

本

、

苦

笑

い

す

る

。 

塚

地

「

勘

違

い

し

な

い

で

ほ

し

い

ん

だ

け

ど

、

俺

ら

別

に

悪

い

こ

と

し

て

る

わ

け

じ

ゃ

な

い

ん

だ

よ

ね

」 

竹

本

「

へ

？

」 

塚

地

「

経

済

を

回

し

て

る

わ

け

」 

林

「

騙

さ

れ

る

よ

う

な

バ

カ

が

金

持

っ

て

て

も

仕

方

な

い

で

し

ょ

？ 

持

つ

べ

き

人

が

持

た

な

い

と

」 

笑

う

塚

地

・

林

。 

竹

本

、

紗

季

を

見

る

。 

無

表

情

の

紗

季

。 

紗

季

「
（

口

パ

ク

で

）

笑

え

」 

竹

本

「

あ

、

あ

は

は

」 

林

「

少

し

ず

つ

覚

え

て

く

れ

れ

ば

い

い

か

ら

。

分

か

ん

な

い

こ

と

あ

っ

た

ら

何

で

も

聞

い

て

」 

竹

本

「

は

い

。

あ

の

、

指

示

役

は

誰

で

す

か

？

」 
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塚

地

「

は

ぁ

？

」 

林

、

竹

本

に

詰

め

寄

る

。 
林

「

竹

本

く

ん

に

は

関

係

な

い

ん

じ

ゃ

な

い

？ 

そ

れ

と

も

知

り

た

い

理

由

と

か

あ

る

わ

け

？

」 

竹

本

「

い

や

、

あ

の

」 

紗

季

「

彼

の

教

育

係

は

私

が

し

ま

す

」 

林

「

荒

井

先

生

」 

紗

季

「

良

く

な

っ

て

き

た

と

は

い

え

、

彼

の

演

技

は

ま

だ

カ

ス

レ

ベ

ル

で

す

か

ら

。

こ

の

ま

ま

だ

と

う

ち

に

損

害

が

出

ま

す

」 

塚

地

「

じ

ゃ

あ

よ

ろ

し

く

お

願

い

し

ま

す

」 

林

「

は

い

、

じ

ゃ

あ

今

日

も

ガ

ン

ガ

ン

回

し

て

い

き

ま

し

ょ

ー

。
こ

の

ま

ま

負

け

組

い

い

ん

で

す

か

？

」 

千

田

・

生

徒

た

ち

「

勝

ち

ま

す

！

」 

ビ

ク

ッ

と

す

る

竹

本

。 

 

〇 

同

・

倉

庫

（

夜

） 

紗

季

「

バ

カ

な

の

？ 

い

き

な

り

指

示

役

は

誰

か

な

ん

て

聞

く

？

」 

竹

本

「

す

み

ま

せ

ん

、

で

も

早

く

し

な

い

と

美

緒

ち
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ゃ

ん

が

」 

紗

季

「

お

願

い

だ

か

ら

余

計

な

こ

と

は

し

な

い

で

」 
林

の

声

「

俺

た

ち

が

し

て

る

の

は

？

」 

生

徒

た

ち

の

声

「

社

会

貢

献

！

」 

塚

地

の

声

「

悪

い

の

は

？

」 

生

徒

た

ち

の

声

「

騙

さ

れ

る

方

！

」 

竹

本
「

あ

ん

な

の

あ

る

意

味

洗

脳

じ

ゃ

な

い

で

す

か

」 

紗

季

「

だ

か

ら

千

田

も

平

気

で

い

ら

れ

る

ん

で

し

ょ

う

よ

」 

竹

本

「

今

は

ち

ょ

っ

と

お

金

に

目

が

く

ら

ん

で

る

だ

け

だ

と

思

い

ま

す

。

千

田

く

ん

は

、

バ

カ

に

さ

れ

て

も

続

け

た

い

っ

て

、

ま

っ

す

ぐ

役

者

を

目

指

し

て

た

ん

で

す

よ

？

」 

紗

季

「

ま

ぁ

叶

わ

な

い

夢

を

追

う

よ

り

は

、

堅

実

だ

と

思

う

け

ど

」 

竹

本

「

警

察

が

そ

ん

な

こ

と

言

っ

て

い

い

ん

で

す

か

！

」 

紗

季
「

警

察

は

間

違

っ

た

こ

と

は

取

り

締

ま

れ

て

も

、

正

し

い

道

に

導

く

ま

で

は

で

き

な

い

か

ら

ね

。

結

局

は

本

人

次

第

で

し

ょ

う

」 
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竹

本

「

そ

ん

な…
…

」 

 
〇

テ

レ

ビ

局

・

廊

下 
歩

い

て

い

る

竹

本

。 

ふ

と

壁

の

ポ

ス

タ

ー

が

目

に

入

る

。 

『

新

人

発

掘

オ

ー

デ

ィ

シ

ョ

ン

』

の

文

字

。 

竹

本

、

ポ

ス

タ

ー

を

見

つ

め

る

。 

浦

安

の

声

「

は

い

、

す

み

ま

せ

ん

が

よ

ろ

し

く

お

願

い

し

ま

す

」 

竹

本

、
見

る

と

電

話

を

し

て

い

る

浦

安

の

姿

。 

浦

安

、

電

話

を

切

る

。 

竹

本

、

浦

安

に

駆

け

寄

る

。 

竹

本

「

何

か

あ

り

ま

し

た

？

」 

浦

安

「

あ

ぁ

、

別

に

。

母

ち

ゃ

ん

の

施

設

か

ら

。

熱

出

し

た

か

ら

病

院

連

れ

て

く

っ

て

」 

竹

本

「

え

、

大

丈

夫

な

ん

で

す

か

？

」 

浦

安

「

大

丈

夫

、

大

丈

夫

」 

竹

本

「

仕

事

キ

ャ

ン

セ

ル

で

き

る

か

連

絡―
―

」 

浦

安

「

大

丈

夫

だ

っ

て

。

俺

み

た

い

な

の

が

仕

事

す

っ

ぽ

か

す

わ

け

い

か

ね

ー

だ

ろ

」 
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竹

本

「

で

も…
…

。

今

日

ロ

ー

シ

ョ

ン

の

予

定

な

ん

で

、

終

わ

っ

て

も

す

ぐ

に

は

帰

れ

な

い

で

す

よ

」 
浦

安

「

大

丈

夫

だ

っ

て

言

っ

て

ん

だ

ろ

。

仕

事

無

く

な

っ

た

ら

ど

う

す

ん

だ

よ

。

俺

に

は

こ

れ

し

か

な

い

の

に

」 

プ

ロ

デ

ュ

ー

サ

ー

、

歩

い

て

き

て

、 

プ

ロ

デ

ュ

ー

サ―

「

お

、

サ

ニ

ー

じ

ゃ

ー

ん

」 

浦

安

「

お

疲

れ

様

で

す

！

」 

プ

ロ

デ

ュ

ー

サ

ー

「

わ

っ

」 

浦

安

「

う

わ

ー

！

 

も

ー

！

 

や

め

て

く

だ

さ

い

よ

！ 

心

臓

泊

ま

る

か

と

思

っ

た

！

」 

プ

ロ

デ

ュ

ー

サ

ー

「

あ

は

は

、

や

っ

ぱ

い

い

ね

ー

」 

 

〇 

雑

居

ビ

ル

・

教

室

（

夜

） 

千

田

「

う

ん

。

こ

の

金

で

慰

謝

料

払

え

る

よ

。

あ

り

が

と

う

お

母

さ

ん

」 

林

「

い

い

ね

、

い

い

ね

。

ど

ん

ど

ん

良

く

な

っ

て

る

よ

。

こ

り

ゃ

千

田

の

デ

ビ

ュ

ー

の

日

も

近

い

な

」 

千

田

「

は

い

！ 

早

く

経

済

回

し

た

い

で

す

！

」 

林
「

竹

本

も

見

習

え

。
（

電

話

を

か

け

て

）
あ

、
こ

ち
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ら

警

察

で

す

け

ど

も

ー

」 

林

、

立

ち

去

る

。 

竹

本

、

千

田

に

耳

打

ち

し

て

、 

竹

本

「

ち

ょ

っ

と

い

い

か

な

」 

千

田

「

は

い

？

」 

 

〇 

同

・

非

常

階

段

（

夜

） 

竹

本

、

千

田

に

ポ

ス

タ

ー

を

差

し

出

す

。 

千

田

「

何

す

か

、

こ

れ

」 

竹

本

「

今

日

テ

レ

ビ

局

で

見

つ

け

た

ん

だ

。

ス

タ

ー

ネ

ク

ス

ト

っ

て

事

務

所

知

っ

て

る

？

」 

千

田

「

ま

ぁ

大

手

で

す

か

ら

」 

竹

本

「

そ

こ

が

新

人

オ

ー

デ

ィ

シ

ョ

ン

す

る

み

た

い

で

。

千

田

く

ん

受

け

な

い

か

な

っ

て

」 

千

田

「

は

ぁ

？

」 

竹

本

「

こ

こ

っ

て

め

っ

た

に

オ

ー

デ

ィ

シ

ョ

ン

す

る

こ

と

な

い

か

ら

チ

ャ

ン

ス

だ

よ

」 

千

田

「

い

や

い

や

ス

タ

ー

ネ

ク

ス

ト

っ

て

業

界

で

も

超

ト

ッ

プ

じ

ゃ

な

い

で

す

か

。

そ

ん

じ

ょ

そ

こ

ら

の

人

受

か

る

わ

け

な

い

で

し

ょ

」 
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竹

本

「

で

も

受

け

な

き

ゃ

始

ま

ん

な

い

で

し

ょ

」 

千

田

「

俺

も

う

バ

カ

み

た

い

な

こ

と

す

ん

の

辞

め

た

ん

で

」 千

田

、

竹

本

に

腕

時

計

を

見

せ

る

。 

千

田

「

こ

れ

い

く

ら

だ

と

思

い

ま

す

？ 

百

万

っ

す

よ

、

百

万

。

先

生

た

ち

が

も

う

飽

き

た

か

ら

っ

て

く

れ

た

ん

で

す

。

あ

の

人

た

ち

、

こ

ん

な

高

い

モ

ノ

バ

ン

バ

ン

買

い

替

え

る

ん

で

す

よ

？ 

す

ご

い

で

し

ょ

」 

竹

本

「

で

も

そ

の

お

金

は

」 

千

田

「

俺

も

早

く

あ

ぁ

な

り

て

ぇ

。

デ

カ

い

舞

台

で

演

技

す

る

よ

り

、

電

話

で

チ

ャ

チ

ャ

ッ

と

他

人

の

フ

リ

す

る

方

が

コ

ス

パ

良

く

な

い

で

す

か

？

」 

竹

本
「

千

田

く

ん

、
目

覚

ま

し

て

よ

。
犯

罪

だ

よ

？

」 

千

田

「

犯

罪

じ

ゃ

な

い

で

す

よ

、

経

済

回

し

て

る

だ

け

ど

」 

竹

本

「

千

田

く

ん

！

」 

千

田

「

偉

そ

う

に

言

え

る

立

場

な

ん

で

す

か

？ 

サ

ニ

ー

浦

安

み

た

い

な

三

流

芸

人

の

マ

ネ

ー

ジ

ャ

ー

ご

と

き

が

」 
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竹

本

、

千

田

の

胸

ぐ

ら

掴

む

。 

 
千

田
「

竹

本

さ

ん

だ

っ

て

で

っ

か

い

夢

見

ま

し

ょ

う

よ

」 
千

田

、

竹

本

の

手

を

振

り

払

う

。 

竹

本

「

千

田

く

ん

言

っ

て

た

よ

ね

。

自

分

を

変

え

た

い

っ

て

」 

千

田

、

ポ

ス

タ

ー

を

破

り

風

に

乗

せ

て

捨

て

る

。 

千

田

「

は

い

。

だ

か

ら

変

わ

り

ま

し

た

よ

。

も

う

前

み

た

い

な

負

け

組

じ

ゃ

な

い

」 

竹

本
「

今

み

た

い

な

自

分

に

変

わ

り

た

か

っ

た

の

？

」 

千

田

、

ド

ア

ノ

ブ

に

手

を

か

け

る

。 

竹

本

「

応

募

者

は

全

員

面

接

す

る

っ

て

！ 

自

分

を

変

え

る

な

ら

こ

こ

だ

よ

！

」 

千

田

、

振

り

向

か

ず

中

に

入

っ

て

い

く

。 

 

〇 

テ

レ

ビ

局

・

エ

ン

ト

ラ

ン

ス 

モ

ニ

タ

ー

に

刑

事

ド

ラ

マ

の

Ｃ

Ｍ

が

流

れ

て

い

る

。 

ベ

ン

チ

に

座

り

じ

っ

と

見

つ

め

て

い

る

紗

季

。 
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竹

本

、

歩

い

て

く

る

。 

竹

本

「

荒

井

先

生

！

」 
紗

季

「

何

よ

。

人

を

呼

び

出

し

て

」 

竹

本

「

す

み

ま

せ

ん

。

犯

罪

現

場

っ

て

思

う

と

あ

ん

ま

り

行

き

た

く

な

く

て

。

美

緒

ち

ゃ

ん

も

最

近

バ

イ

ト

忙

し

く

て

通

っ

て

な

い

っ

て

言

っ

て

た

し

」 

竹

本

、

紗

季

の

隣

に

座

る

。 

竹

本

「

で

、

ど

う

で

す

か

？ 

指

示

役

は

見

つ

か

り

ま

し

た

か

？

」 

紗

季
「

そ

う

簡

単

に

見

つ

か

っ

た

ら

苦

労

し

な

い

よ

」 

竹

本

「

そ

う

で

す

よ

ね…
…

。

僕

み

た

い

な

下

っ

端

が

聞

い

て

も

無

駄

だ

し

。

ど

う

し

た

ら

い

い

ん

で

し

ょ

う

」 

ス

タ

ッ

フ

「

ま

も

な

く

オ

ー

デ

ィ

シ

ョ

ン

始

ま

り

ま

ー

す

。

参

加

さ

れ

る

方

は

第

一

会

議

室

ま

で

お

越

し

く

だ

さ

ー

い

」 

竹

本

「

あ

、

今

日

か…
…

」 

歩

い

て

い

く

千

田

が

見

え

る

。 

竹

本

「

あ

、

千

田

く

ん

！

」 

千

田

、

竹

本

に

気

づ

き

目

を

伏

せ

る

。 
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竹

本

「…
…

頑

張

っ

て

！

」 

千

田

、

竹

本

に

向

か

っ

て

力

強

く

頷

く

。 
竹

本

「

千

田

く

ん

は

絶

対

に

変

わ

れ

ま

す

よ

」 

紗

季

「…
…

そ

う

ね

」 

美

緒

の

声

「

あ

れ

、

竹

本

く

ん

？

」 

美

緒

、
竹

本

た

ち

の

方

に

駆

け

寄

っ

て

く

る

。 

美

緒

「

紗

季

先

生

も

」 

竹

本

「

美

緒

ち

ゃ

ん

！ 

も

し

か

し

て

オ

ー

デ

ィ

シ

ョ

ン

？

」 

美

緒

「

う

ん

。

可

能

性

は

低

い

け

ど

、

チ

ャ

ン

ス

は

逃

し

た

く

な

い

か

ら

！

」 

竹

本

「

美

緒

ち

ゃ

ん

な

ら

絶

対

大

丈

夫

」 

美

緒

「

あ

り

が

と

う

。

じ

ゃ

あ

ね

」 

美

緒

、

歩

い

て

い

く

。 

竹

本

、

ふ

と

こ

ち

ら

を

見

て

い

た

高

橋

正

則

（5
2

）

に

気

づ

く

。 

何

か

分

か

ら

な

い

が

一

応

会

釈

す

る

。 

髙

橋

、

視

線

を

外

し

て

歩

い

て

い

く

。 

 

〇 

同

・

会

議

室 
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竹

本

「

こ

の

間

は

本

当

に

申

し

訳

ご

ざ

い

ま

せ

ん

で

し

た

」 竹

本

、

Ａ

Ｄ

に

頭

を

下

げ

る

。 

Ａ

Ｄ

「

い

え

い

え

。

サ

ニ

ー

さ

ん

面

白

い

ん

で

ぜ

ひ

ま

た

っ

て

、

う

ち

の

Ｐ

が

」 

竹

本

「

あ

り

が

と

う

ご

ざ

い

ま

す

！

」 

Ａ

Ｄ
「

ま

た

仕

掛

け

人

や

っ

て

も

ら

う

ん

で

す

け

ど

、

い

け

そ

う

で

す

か

？

」 

竹

本

「

任

せ

て

く

だ

さ

い

！ 

騙

す

特

訓

し

て

き

た

の

で

！

」 

Ａ

Ｄ
「

あ

ざ

っ

す

。（

小

声

で

）
こ

こ

だ

け

の

話

。
今

回

の

企

画

次

第

で

サ

ニ

ー

さ

ん

の

レ

ギ

ュ

ラ

ー

決

ま

り

ま

す

」 

竹

本

「

本

当

で

す

か

？

」 

Ａ

Ｄ

「

は

い

。

で

、

今

回

の

ド

ッ

キ

リ

内

容

な

ん

で

す

け

ど

」 

竹

本

、

企

画

書

を

め

く

る

。 

竹

本

「

え

」 

 

〇 

同

・

楽

屋 
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ス

マ

ホ

を

見

て

い

る

浦

安

。 

ス

マ

ホ

画

面

に

は

『

医

療

体

制

充

実

の

高

級

老

人

ホ

ー

ム

』

の

ホ

ー

ム

ペ

ー

ジ

。 
浦

安

、

た

め

息

を

つ

く

。 

 

〇 

同

・

廊

下 

竹

本

、

マ

イ

ク

を

仕

込

ん

で

い

る

。 

Ａ

Ｄ

、

イ

ン

カ

ム

で

や

り

取

り

し

て

い

る

。 

竹

本

「…
…

あ

の

、

や

っ

ぱ

り

」 

Ａ

Ｄ

「

使

え

な

い

マ

ネ

ー

ジ

ャ

ー

い

つ

ま

で

も

つ

け

て

る

と

、

タ

レ

ン

ト

の

方

に

ヘ

イ

ト

向

き

ま

す

か

ら

ね

」 

竹

本

「

え

」 

Ａ

Ｄ

「

お

願

い

し

ま

す

ね

。

じ

ゃ

、

回

し

ま

ー

す

」 

プ

ロ

デ

ュ

ー

サ

ー

の

声
（

イ

ン

カ

ム

）「

サ

ニ

ー

の

ド

派

手

な

リ

ア

ク

シ

ョ

ン

引

き

出

し

て

よ

ー

」 

 

〇 

同

・

楽

屋 

竹

本

、

入

っ

て

く

る

。 

浦

安

「

お

ぅ

。

タ

バ

コ

買

っ

て

き

て

く

れ

た

か

」 
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竹

本

、

息

を

吸

う

。 

竹

本

「

大

変

で

す

！ 

ホ

ー

ム

か

ら

連

絡

が

あ

っ

て

お

母

さ

ん

が

！

」 

 

〇 

同

・

会

議

室 

モ

ニ

タ

ー

で

隠

し

カ

メ

ラ

の

映

像

を

見

て

い

る

ス

タ

ッ

フ

た

ち

。 

プ

ロ

デ

ュ

ー

サ

ー

「

こ

こ

で

浦

安

の

泣

き

顔

ド

ー

ン

！

」 

 

〇 

同

・

楽

屋 

竹

本

、

浦

安

の

目

を

見

つ

め

て

、 

竹

本

「

危

篤

だ

そ

う

で

す

！

」 

浦

安

「

母

ち

ゃ

ん

が…
…

？

」 

目

を

見

開

き

、

動

き

が

固

ま

る

浦

安

。 

竹

本

、

浦

安

か

ら

目

を

そ

ら

し

て

、 

竹

本

「―
―

す

み

ま

せ

ん

！ 

嘘

で

す

！

」 

浦

安

「

え

？

」 

 

〇 

同

・

会

議

室 
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プ

ロ

デ

ュ

ー

サ

ー

「

は

？

」 

 
〇 
同

・

楽

屋 

浦

安

「

え

？ 

ど

う

い

う

こ

と

だ

よ

、

竹

本

」 

竹

本

「

ド

ッ

キ

リ

企

画

で

す

。

お

母

さ

ん

が

危

篤

だ

と

知

ら

さ

れ

た

ら

っ

て

い

う

」 

プ

ロ

デ

ュ

ー

サ

ー

、

入

っ

て

く

る

。 

プ

ロ

デ

ュ

ー

サ

ー

「

お

い

！ 

何

し

て

く

れ

て

ん

だ

よ

！ 

俺

の

企

画

潰

し

や

が

っ

て

！

」 

Ａ

Ｄ

「

落

ち

着

い

て

く

だ

さ

い

！

」 

Ａ

Ｄ

・

ス

タ

ッ

フ

、

竹

本

に

殴

り

か

か

り

そ

う

な

プ

ロ

デ

ュ

ー

サ

ー

を

止

め

る

。 

竹

本

「

こ

ん

な

の

で

き

な

い

で

す

よ

！ 

い

く

ら

な

ん

で

も

や

っ

て

い

い

こ

と

と

悪

い

こ

と

が

あ

る

じ

ゃ

な

い

で

す

か

！

」 

プ

ロ

デ

ュ

ー

サ

ー

「

サ

ニ

ー

な

ん

か

に

遠

慮

す

る

か

よ

！ 

仕

事

選

べ

る

と

思

っ

て

ん

の

か

！ 

騒

ぐ

だ

け

し

か

芸

な

い

や

つ

が

！

」 

竹

本

「

浦

安

さ

ん

は―
―

！

」 

浦

安

「―
―

う

わ

ぁ

ぁ

！ 

よ

か

っ

た

ー

！ 

も

う
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心

臓

に

悪

い

で

す

っ

て

ー

！ 

俺

が

危

篤

に

な

っ

ち

ゃ

う

じ

ゃ

な

い

で

す

か

ー

！

」 
竹

本

「

浦

安

さ

ん

」 

浦

安

「

で

も

ほ

ん

と

ド

ッ

キ

リ

で

よ

か

っ

た

ー

」 

浦

安

、

鼻

水

を

ダ

ラ

ダ

ラ

流

し

て

泣

く

。 

Ａ

Ｄ

、
浦

安

の

顔

を

見

て

思

わ

ず

吹

き

出

す

。 

プ

ロ

デ

ュ

ー

サ

ー

「

こ

れ

だ

よ

。

俺

が

撮

り

た

か

っ

た

画

は

。

っ

た

く

台

無

し

に

し

や

が

っ

て

」 

竹

本

「

で

も…
…

」 

 

〇 

同

・

駐

車

場 

竹

本

、

車

の

前

で

電

話

を

し

て

い

る

。 

竹

本
「

は

い

。
大

変

申

し

訳

ご

ざ

い

ま

せ

ん

で

し

た

。

は

い

、

後

日

改

め

て

謝

罪

に

行

き

ま

す

。

あ

、

は

い

、

社

長

も

来

て

く

だ

さ

る

ん

で

す

か

。

は

い

、

す

み

ま

せ

ん

、

そ

れ

く

ら

い

の

こ

と

で

す

よ

ね

。

は

い

、

申

し

訳

ご

ざ

い

ま

せ

ん

」 

竹

本

、

電

話

を

切

る

。 

 

〇 

車

内 
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竹

本

、

運

転

席

に

乗

っ

て

く

る

。 

後

部

座

席

で

電

話

を

し

て

い

る

浦

安

。 
浦

安

「

は

い

、

な

ら

よ

か

っ

た

で

す

。

い

え

、

最

近

行

け

て

な

い

の

で

元

気

か

な

と

思

っ

て

。

は

い

、

母

の

こ

と

よ

ろ

し

く

お

願

い

し

ま

す

」 

浦

安

、

電

話

を

切

る

。 

竹

本

、

浦

安

に

頭

を

下

げ

る

。 

竹

本

「

本

当

に

す

み

ま

せ

ん

で

し

た

！

」 

浦

安

「

お

前

自

分

の

し

た

こ

と

分

か

っ

て

ん

の

か

」 

竹

本

「

こ

の

仕

事

は

受

け

る

べ

き

じ

ゃ

な

か

っ

た

で

す

。

す

み

ま

せ

ん

」 

浦

安

「

あ

の

Ｐ

の

仕

事

断

る

バ

カ

い

な

い

だ

ろ

」 

竹

本

「

で

も

」 

浦

安

「

仕

掛

け

人

が

い

い

リ

ア

ク

シ

ョ

ン

も

引

き

出

せ

て

な

い

う

ち

に

ネ

タ

バ

ラ

シ

す

る

か

っ

て

話

だ

よ

」 

竹

本

「

す

み

ま

せ

ん…
…

。

で

も

こ

ん

な

ド

ッ

キ

リ

で

き

な

い

で

す

よ

」 

浦

安

「

っ

た

く

、

ち

ょ

っ

と

は

マ

シ

な

演

技

で

き

る

よ

う

に

な

っ

た

と

思

っ

た

ら

こ

れ

だ

よ

」 
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竹

本

「

す

み

ま

せ

ん…
…

」 

浦

安

「

ほ

ん

と

お

前

は

嘘

つ

け

な

い

や

つ

だ

な

。

う

ち

来

た

時

も

」 

 

〇

（

回

想

） 
芸

能

事

務

所

・

所

内 

Ｔ

「

一

年

前

」 

浦

安

（4
9

）
、

入

っ

て

く

る

。 

浦

安

「

お

は

よ

う

ご

ざ

い

ま

ー

す

」 

社

員

と

面

接

を

し

て

い

た

、

リ

ク

ル

ー

ト

ス

ー

ツ

姿

の

竹

本

（2
2

）
。 

社

員

「

う

ち

が

第

一

志

望

な

の

？

」 

竹

本

「

い

え

！ 

全

部

落

ち

た

の

で

ま

だ

募

集

し

て

い

た

こ

ち

ら

に

」 

社

員

「

そ

、

そ

う

。

芸

能

関

係

に

興

味

が

あ

っ

た

と

か

？

」 

竹

本

「

全

く

無

い

で

す

！

」 

社

員

、

た

め

息

を

つ

く

。 

浦

安

、

笑

う

。 

社

員

「
（

気

づ

い

て

）

お

ぉ

、

浦

安

」 

浦

安

「

何

、

新

人

？

」 
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社

員

「

マ

ネ

ー

ジ

ャ

ー

の

新

卒

採

用

で

来

た

ん

だ

け

ど

さ

ぁ

。
（

小

声

で

）

正

直

す

ぎ

て

」 
浦

安

「

い

い

じ

ゃ

な

い

。

こ

の

業

界

じ

ゃ

こ

う

い

う

や

つ

が

一

人

は

い

た

方

が

い

い

よ

。

お

前

、

俺

の

マ

ネ

ー

ジ

ャ

ー

や

っ

て

み

る

か

？

」 

社

員

「

え

」 

浦

安

「

や

っ

て

み

た

い

か

？

」 

竹

本

「

え

っ

と

、

仕

事

あ

り

ま

す

？

」 

浦

安

「

は

」 

竹

本

「

サ

ニ

ー

浦

安

っ

て

昔

ち

ょ

っ

と

テ

レ

ビ

出

て

た

け

ど

、

つ

ま

ん

な

く

て

今

全

然

見

な

い

で

す

よ

ね

。
マ

ネ

ー

ジ

ャ

ー

の

仕

事

っ

て

あ

り

ま

す

か

？

」 

 

〇 

（

戻

っ

て

）

車

内 

竹

本

「

本

当

に

申

し

訳

ご

ざ

い

ま

せ

ん

で

し

た

。

あ

の

と

き

は

仕

事

あ

る

の

か

だ

け

が

気

に

な

っ

て

」 

浦

安

「

あ

の

頃

か

ら

変

わ

ん

な

い

な

」 

竹

本

「

す

み

ま

せ

ん

。

僕

、

ク

ビ

で

す

か

？

」 

浦

安

「

か

も

な

」 

竹

本

「

え

ぇ

！

」 
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浦

安

「…
…

俺

も

そ

ろ

そ

ろ

飽

き

ら

れ

る

。

う

ち

み

た

い

な

小

っ

ち

ゃ

い

事

務

所

じ

ゃ

他

に

担

当

す

る

タ

レ

ン

ト

も

い

な

い

か

ら

な

。

な

ん

か

新

し

い

仕

事

見

つ

け

ろ

」 

竹

本

「

僕

は

ず

っ

と

サ

ニ

ー

浦

安

の

マ

ネ

ー

ジ

ャ

ー

で

す

。

サ

ニ

ー

さ

ん

は

飽

き

ら

れ

ま

せ

ん

！ 

一

番

面

白

い

ん

で

す

か

ら

！

」 

浦

安

「…
…

本

当

に

嘘

が

う

ま

く

な

っ

た

な

」 

竹

本

「

嘘

じ

ゃ―
―

。

あ

れ

」 

竹

本

、

歩

い

て

い

る

千

田

を

見

つ

け

る

。 

竹

本

「

ち

ょ

っ

と

す

み

ま

せ

ん

！

」 

竹

本

、

車

を

降

り

る

。 

 

〇 

テ

レ

ビ

局

・

駐

車

場 

竹

本

「

千

田

く

ん

！

」 

千

田

、

立

ち

止

ま

る

。 

竹

本

「

オ

ー

デ

ィ

シ

ョ

ン

ど

う

だ

っ

た

？

」 

千

田

「…
…

ダ

メ

で

し

た

」 

竹

本

「

そ

っ

か…
…

。

で

も

き

っ

と

次

は

」 

千

田

「

ダ

メ

に

決

ま

っ

て

ん

だ

ろ

！

」 
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涙

を

流

し

て

い

る

千

田

。 

千

田

「

何

回

や

っ

た

っ

て

無

駄

だ

よ

。

俺

は

一

生

バ

カ

に

さ

れ

る

ん

だ

。
夢

な

ん

て

、
叶

わ

な

い

！ 

自

分

を

変

え

ら

れ

な

い

ん

だ

！

」 

千

田

、

走

り

去

る

。 

竹

本

「

千

田

く

ん

！

」 

竹

本

、

千

田

の

背

中

を

見

送

る

。 

 

〇 

雑

居

ビ

ル

・

教

室

（

夜

） 

教

室

に

一

人

の

美

緒

、

た

め

息

を

つ

く

。 

紗

季

、

入

っ

て

く

る

。 

紗

季

「

あ

れ

、

お

疲

れ

様

」 

美

緒

「

先

生

」 

紗

季

「

そ

う

い

え

ば

こ

の

間

の

オ

ー

デ

ィ

シ

ョ

ン

ど

う

だ

っ

た

？

」 

美

緒

「…
…

ダ

メ

で

し

た

」 

紗

季

「

そ

っ

か…
…

。

そ

う

だ

よ

ね

」 

美

緒

「

や

っ

ぱ

り

大

手

は

厳

し

い

の

か

な

っ

て

思

っ

た

ん

で

す

け

ど

。

最

近

、

高

校

で

同

じ

演

劇

部

だ

っ

た

子

が

ス

タ

ー

ネ

ク

ス

ト

に

所

属

し

て

」 
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紗

季

、

美

緒

の

隣

に

座

る

。 

美

緒

「

そ

の

子

と

、

部

内

で

主

役

を

か

け

た

オ

ー

デ

ィ

シ

ョ

ン

し

た

こ

と

あ

る

ん

で

す

。

そ

の

と

き

は

私

だ

っ

た

の

に

な

ぁ

」 

紗

季

「

逆

転

す

る

な

ん

て

、

こ

の

世

界

で

は

よ

く

あ

る

こ

と

よ

」 

美

緒

「

先

生

も

そ

ん

な

経

験

が

？

」 

紗

季

「…
…

劇

団

の

ト

ッ

プ

女

優

な

ん

て

言

わ

れ

て

た

け

ど

、
ス

カ

ウ

ト

が

来

た

の

は

脇

役

の

子

で

ね

。

あ

ー

、

主

役

は

私

じ

ゃ

な

い

ん

だ

っ

て

、

心

折

れ

ち

ゃ

っ

た

」 

美

緒

「

そ

れ

で

教

え

る

側

に

？

」 

紗

季

「

そ

う

」 

美

緒

「…
…

私

も

そ

ろ

そ

ろ

諦

め

つ

け

な

き

ゃ

な

ん

で

す

け

ど

ね

。

こ

の

ま

ま

じ

ゃ

借

金

も

ロ

ク

に

返

せ

な

い

し

」 

紗

季

「…
…

う

ん

。

も

う

暗

い

か

ら

、

早

く

帰

ん

な

さ

い

」 紗

季

、

出

て

行

く

。 

美

緒

「

先

生

！ 
…

…

で

も

、

一

発

逆

転

っ

て

い

う
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の

も

、

あ

り

え

ま

す

か

？

」 

美

緒

、

紗

季

を

じ

っ

と

見

つ

め

る

。 

紗

季

、

美

緒

の

顔

を

見

て

、 

紗

季

「

あ

る

よ

」 

 

〇 

テ

レ

ビ

局

・

廊

下 

竹

本

、

ス

タ

ッ

フ

に

会

釈

し

て

、 

竹

本

「

で

は

よ

ろ

し

く

お

願

い

い

た

し

ま

す

」 

竹

本

、

歩

い

て

い

く

。 

髙

橋

と

す

れ

違

う

。 

髙

橋

、

振

り

返

っ

て

、 

髙

橋

「

あ

の

、

す

み

ま

せ

ん

！

」 

竹

本

「

は

い

？

」 

髙

橋

「

私

、

こ

う

い

う

も

の

で

す

が

」 

髙

橋

、

名

刺

を

差

し

出

す

。 

名

刺

に

は

「

ス

タ

ー

ネ

ク

ス

ト

芸

能

部

」

の

文

字

。 

竹

本

「

ス

タ

ー

ネ

ク

ス

ト

の

？

」 

髙

橋

「

は

い

。

こ

の

前

オ

ー

デ

ィ

シ

ョ

ン

の

と

き

局

に

い

ら

っ

し

ゃ

い

ま

し

た

よ

ね

」 
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竹

本

「

あ

ぁ

、

は

い

」 

髙

橋

「

一

緒

に

い

た

女

性

の

こ

と

な

ん

で

す

か

」 
竹

本

「

美

緒

ち

ゃ

ん

の

こ

と

で

す

か

？

」 

 

〇 

コ

ン

ビ

ニ

・

店

内 

美

緒

、

Ａ

Ｔ

Ｍ

を

操

作

し

終

え

る

。 

財

布

の

中

を

見

て

た

め

息

を

つ

く

。 

ス

マ

ホ

の

着

信

音

。 

美

緒

、

電

話

に

出

る

。 

美

緒

「

も

し

も

し

？

」 

 

〇 

テ

レ

ビ

局

・

楽

屋

（

夜

） 

浦

安

、

肩

を

回

す

。 

浦

安
「

今

日

の

落

と

し

穴

は

作

り

が

雑

だ

っ

た

な

ぁ

」 

竹

本

「

帰

り

整

体

寄

り

ま

す

？

」 

ス

マ

ホ

の

着

信

音

。 

竹

本

、

電

話

に

出

る

。 

竹

本

「

は

い

、

竹

本

で

す

」 

千

田

の

声

（

電

話

）
「

美

緒

ち

ゃ

ん

が

！

」 

竹

本

「

千

田

く

ん

？ 

ど

う

し

た

の

？

」 
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千

田

の

声

（

電

話

）
「

助

け

て

！

」 

 
〇 
港

・

廃

倉

庫

（

夜

） 
物

陰

に

隠

れ

て

電

話

を

し

て

い

る

千

田

。 

千

田

「

美

緒

ち

ゃ

ん

が

仲

間

に

入

る

の

を

断

っ

た

ん

で

す

。

そ

ん

で

通

報

す

る

っ

て

言

っ

た

ら

指

示

役

に

絞

め

て

も

ら

う

っ

て

連

れ

去

ら

れ

て

！

」 

竹

本

の

声

（

電

話

）
「

え

！ 

ど

こ

に

！

」 

千

田

「

港

の

、

今

は

使

っ

て

な

い

倉

庫―
―

」 

 

〇 

テ

レ

ビ

局

・

楽

屋

（

夜

） 

電

話

が

切

れ

る

。 

竹

本

「

も

し

も

し

！ 

も

し

も

し

！

」 

浦

安

「

ど

う

し

た

」 

竹

本

「

す

み

ま

せ

ん

！

」 

浦

安

「

あ

、

お

い

！

」 

竹

本

、

走

っ

て

出

て

行

く

。 

 

〇 

繁

華

街

（

夜

） 

走

っ

て

い

る

竹

本

。 
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電

話

を

か

け

る

が

、

通

じ

な

い

。 

竹

本

「

も

う

！ 

先

生

！

」 

竹

本

、

立

ち

止

ま

り

息

を

整

え

る

。 
深

呼

吸

し

て

、

ス

マ

ホ

を

操

作

す

る

。 

 

〇 

港

・

倉

庫

（

夜

） 

千

田

、

塚

地

に

殴

ら

れ

倒

れ

こ

む

。 

椅

子

に

縛

り

付

け

ら

れ

て

い

る

美

緒

。 

美

緒

「

千

田

く

ん

！

」 

林

「

通

報

さ

れ

た

の

か

？

」 

塚

地
「
（

ス

マ

ホ

を

見

て

）
い

や

、
竹

本

に

電

話

し

た

ら

し

い

」 

林
「
（

鼻

で

笑

っ

て

）
あ

い

つ

に

何

が

で

き

る

ん

だ

よ

。

さ

て

、

君

に

は

選

択

肢

が

二

つ

。

仲

間

に

な

る

か

消

さ

れ

る

か

」 

塚

地

「

に

こ

に

こ

ア

ク

タ

ー

ズ

ス

ク

ー

ル

の

内

情

を

知

っ

た

か

ら

に

は

、

も

う

女

優

な

ん

て

目

指

せ

な

い

よ

ー

」 

笑

う

林

と

塚

地

。 

美

緒

「…
…

最

低

」 
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塚

地

「

顔

は

い

い

け

ど

生

意

気

な

女

だ

な

。

可

愛

げ

が

な

い

か

ら

女

優

に

な

れ

な

か

っ

た

ん

じ

ゃ

な

い

か

？

」 

林

「

ま

ぁ

ど

う

す

る

か

は

あ

の

人

が

つ

い

て

か

ら

に

し

よ

う

」 

竹

本

、

物

陰

か

ら

様

子

を

伺

う

。 

周

囲

を

見

渡

し

て

、 

竹

本

「

い

か

に

も

な

場

所…
…

」 

塚

地

の

声

「

と

っ

と

と

や

ろ

う

ぜ

！

」 

竹

本

「

や

っ

ぱ

り

警

察

に

」 

竹

本

、

ス

マ

ホ

を

手

に

取

る

。 

紗

季

、

竹

本

の

腕

を

掴

み

止

め

る

。 

竹

本

「

先

生

！

」 

紗

季

「

し

っ

！

」 

竹

本

「

電

話

し

た

ん

で

す

よ

。

出

て

く

だ

さ

い

よ

」 

紗

季

「

こ

っ

ち

も

い

ろ

い

ろ

準

備

し

て

た

の

よ

。

外

に

応

援

を

呼

ん

で

る

」 

竹

本

「

本

当

で

す

か

？

」 

紗

季

「

私

の

合

図

で

突

入

し

て

く

る

こ

と

に

な

っ

て

る

か

ら

」 
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竹

本

「

合

図

？

」 

紗

季

「

私

が

奴

ら

に

銃

を

向

け

て

、

確

保

。

そ

れ

が

合

図

の

言

葉

」 
紗

季

、

竹

本

を

見

て

、 

紗

季

「

信

じ

て

」 

竹

本

「

先

生…
…

」 

林

の

声

「

誰

か

い

る

の

か

！

」 

紗

季

、

竹

本

に

頷

く

。 

紗

季

・

竹

本

、

物

陰

か

ら

出

て

く

る

。 

美

緒

「

竹

本

く

ん

！ 

紗

季

先

生

！

」 

林

「

な

ー

ん

か

ヒ

ー

ロ

ー

っ

て

感

じ

？

」 

塚

地

「

大

根

役

者

が

主

役

張

れ

る

の

か

ね

」 

千

田

「

竹

本

、

さ

ん…
…

」 

千

田

、

ヨ

ロ

ヨ

ロ

と

竹

本

の

元

に

行

く

。 

竹

本

、

千

田

の

身

体

を

支

え

る

。 

竹

本

「

変

わ

っ

た

じ

ゃ

な

い

か

」 

千

田

、

ホ

ッ

と

し

た

顔

を

し

て

し

ゃ

が

み

込

む

。 

竹

本

「

美

緒

ち

ゃ

ん

！ 

も

う

大

丈

夫

だ

か

ら

！

」 

竹

本

、

紗

季

を

見

る

。 



 

61 

 

紗

季

、

頷

き

竹

本

に

銃

口

を

向

け

る

。 

竹

本

「

え

」 
紗

季

「

テ

ッ

テ

レ

ー

！

」 
紗

季

、

竹

本

に

銃

口

を

向

け

た

ま

ま

塚

地

・

林

の

方

へ

移

動

す

る

。 

竹

本

「

荒

井

先

生

？

」 

美

緒

「

紗

季

先

生

？

」 

紗

季

「

荒

井

？ 

紗

季

？ 

誰

そ

れ

」 

林

「

お

遊

び

が

過

ぎ

ま

す

よ

。

指

示

役

」 

竹

本

「

え…
…

。

ま

さ

か

」 

紗

季

「

私

が

に

こ

に

こ

ア

ク

タ

ー

ズ

ス

ク

ー

ル

の

指

示

役

。

ベ

タ

展

開

だ

か

ら

す

ぐ

バ

レ

る

と

思

っ

た

ん

だ

け

ど

な

ー

」 

竹

本

「

そ

ん

な…
…

。

警

察

じ

ゃ

」 

紗

季

「

う

っ

そ

ぴ

ょ

ー

ん

。

な

ー

ん

で

楽

し

て

稼

げ

る

の

に

そ

ん

な

大

変

な

仕

事

し

な

い

と

い

け

な

い

の

よ

」 

林

「

ど

う

し

ま

す

か

、

こ

い

つ

ら

」 

紗

季

「

ま

、

バ

ラ

す

？ 

あ

、

殺

す

っ

て

意

味

ね

」 

竹

本

、

う

つ

む

い

て

い

る

。 
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紗

季

「

ち

ょ

っ

と

は

演

技

う

ま

く

な

っ

た

か

な

と

思

っ

た

け

ど

、
騙

さ

れ

て

る

よ

う

じ

ゃ

ま

だ

ま

だ

ね

。

棒

読

み

く

ん

」 
竹

本

、

顔

を

上

げ

、

紗

季

を

じ

っ

と

見

つ

め

る

。 

紗

季

「

何

よ

」 

竹

本

「…
…

テ

ッ

テ

レ

ー

！

」 

倉

庫

の

シ

ャ

ッ

タ

ー

が

開

き

、

警

察

が

突

入

し

て

く

る

。 

紗

季

「

は

？

」 

林

「

何

だ

よ

！

」 

塚

地

「

う

わ

！

」 

警

察

に

囲

ま

れ

た

紗

季

・

塚

地

・

林

。 

浦

安

、

取

材

ク

ル

ー

を

引

き

連

れ

て

入

っ

て

く

る

。 

浦

安

「

ご

覧

く

だ

さ

い

。

こ

れ

が

今

世

間

で

問

題

に

な

っ

て

い

る

特

殊

詐

欺

グ

ル

ー

プ

の

実

態

で

す

。

い

や

ぁ

、

企

画

内

容

を

変

え

て

緊

急

で

カ

メ

ラ

回

し

ま

し

た

け

ど

、

す

ご

い

の

が

撮

れ

ち

ゃ

い

ま

し

た

ね

！ 

非

行

少

年

に

ボ

コ

ら

れ

る

よ

り

い

い

画
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に

な

っ

た

ん

じ

ゃ

な

い

で

す

か

？

」 

紗

季

「

何

で…
…

」 
竹

本

「

す

み

ま

せ

ん

、

騙

し

て

ま

し

た

」 

紗

季

「

は

ぁ

？

」 

竹

本

「

先

生

に

騙

さ

れ

た

フ

リ

し

て

ま

し

た

」 

 

〇 

テ

レ

ビ

局

・

廊

下 

竹

本

「

美

緒

ち

ゃ

ん

の

こ

と

で

す

か

？

」 

髙

橋

「

い

え

、

そ

の

隣

の

」 

竹

本

「

荒

井

先

生

で

す

か

？ 

荒

井

、

紗

季

先

生

」 

髙

橋

「

荒

井

、

紗

季

。

あ

れ

本

名

じ

ゃ

な

か

っ

た

っ

け

」 

竹

本

「

荒

井

先

生

が

何

か

？

」 

髙

橋

「

昔

、

う

ち

の

オ

ー

デ

ィ

シ

ョ

ン

に

落

ち

た

子

だ

と

思

う

ん

で

す

。

あ

の

あ

と

万

引

き

と

か

詐

欺

と

か

、

犯

罪

に

走

る

よ

う

に

な

っ

た

っ

て

聞

い

て

心

配

は

し

て

て

。

今

は

何

を

？

」 

竹

本

「

え

？

」 

 

〇 

（

戻

っ

て

）

港

・

倉

庫

（

夜

） 
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竹

本

「

そ

れ

で

警

察

に

通

報

し

て

、

取

材

ク

ル

ー

も

入

れ

ま

し

た

」 
浦

安

「

ば

っ

ち

り

撮

れ

て

る

よ

！

」 

紗

季
「…

…
や

っ

ぱ

私

の

演

技

っ

て

下

手

な

の

か

ぁ

」 

紗

季

、

銃

を

捨

て

る

。 

警

察

が

駆

け

て

き

て

紗

季

た

ち

を

拘

束

す

る

。 

竹

本
「

い

え

、
先

生

の

演

技

は

上

手

か

っ

た

で

す

よ

。

本

当

に

ぎ

り

ぎ

り

ま

で

迷

い

ま

し

た

。

人

違

い

な

ん

じ

ゃ

な

い

の

か

、

本

当

に

警

察

な

ん

じ

ゃ

な

い

の

か

っ

て

」 

紗

季
「
（

へ

ら

ッ

と

笑

っ

て

）
あ

れ

、
ど

っ

か

セ

リ

フ

ミ

ス

っ

て

た

？

」 

竹

本
「

先

生

が

教

え

ち

ゃ

っ

た

ん

じ

ゃ

な

い

で

す

か

」 

紗

季

「

え

？

」 

竹

本

「

先

生

の

目

を

見

る

ま

で

、

騙

さ

れ

て

ま

し

た

よ

。

先

生

の

目

を

見

た

ら

」 

 

×
 

×
 

×
 

（

フ

ラ

ッ

シ

ュ

） 

紗

季

「

信

じ

て

」 
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紗

季

の

瞳

に

竹

本

が

映

る

。 

×
 

×
 

×
 

 

竹

本

「

自

分

を

信

じ

た

く

な

り

ま

し

た

。

つ

ま

り

そ

れ

は…
…

」 

紗

季

「
（

笑

っ

て

）

あ

ん

た

役

者

に

な

れ

ば

？

」 

竹

本

「…
…

先

生

こ

そ

。

絶

対

い

い

女

優

に

な

り

ま

す

よ

」 紗

季

、

目

を

伏

せ

る

。 

警

察

に

連

れ

て

い

か

れ

る

紗

季

。 

竹

本

、

美

緒

に

駆

け

寄

り

拘

束

を

解

く

。 

竹

本

「

大

丈

夫

？

」 

美

緒

「…
…

私

、

一

瞬

揺

ら

い

だ

ん

だ

」 

竹

本

「

え

？

」 

美

緒

「

お

金

が

あ

れ

ば

、

地

道

に

オ

ー

デ

ィ

シ

ョ

ン

受

け

た

り

、

辛

い

レ

ッ

ス

ン

受

け

な

く

て

よ

く

な

る

か

も

っ

て

。

夢

な

ん

て

、

諦

め

ら

れ

る

ん

じ

ゃ

な

い

か

っ

て

。

で

も

ダ

メ

だ

っ

た

」 

美

緒

、

微

笑

む

。 

美

緒

「

私

、

諦

め

な

い

よ

」 
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竹

本

「…
…

う

ん

！

」 

 
〇 
テ

レ

ビ

局

・

楽

屋 
ノ

ッ

ク

の

音

。 

竹

本

「

は

い

」 

美

緒

、

入

っ

て

く

る

。 

美

緒

「

久

し

ぶ

り

」 

竹

本

「

美

緒

ち

ゃ

ん

！

」 

美

緒

「

サ

ニ

ー

さ

ん

の

楽

屋

見

つ

け

た

か

ら

竹

本

く

ん

い

る

か

な

っ

て

。

あ

れ

か

ら

バ

タ

バ

タ

し

て

会

え

な

か

っ

た

か

ら

、

会

え

て

嬉

し

い

」 

竹

本

「

俺

も

だ

よ

！

」 

美

緒

「…
…

竹

本

く

ん

」 

竹

本

「…
…

美

緒

ち

ゃ

ん

」 

 

〇 

同

・

廊

下 

楽

屋

の

外

ま

で

リ

ッ

プ

音

が

漏

れ

て

い

る

。 

楽

屋

の

前

で

口

を

あ

ん

ぐ

り

開

け

て

い

る

浦

安

。 
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〇 

同

・

収

録

ス

タ

ジ

オ 

爆

笑

が

起

き

る

観

覧

席

。 
司

会

者

「

い

や

ぁ

！ 

い

い

表

情

し

て

る

よ

！ 

に

し

て

も

い

い

企

画

だ

よ

ね

！ 

自

分

の

マ

ネ

ー

ジ

ャ

ー

と

今

人

気

急

上

昇

の

女

優

、

一

ノ

瀬

美

緒

が

熱

烈

な

キ

ス

を

し

て

い

た

ら

。

ど

う

？ 

千

田

く

ん

」 

千

田
「

は

い

。
も

う

め

ち

ゃ

く

ち

ゃ

面

白

い

で

す

！

」 

司

会

者

「

い

や

ぁ

、

俳

優

さ

ん

は

大

笑

い

し

て

る

顔

も

か

っ

こ

い

い

ね

！

」 

 

〇 

老

人

ホ

ー

ム

・

食

堂 

テ

レ

ビ

で

ド

ッ

キ

リ

番

組

が

放

送

さ

れ

て

い

る

。 

ス

タ

ッ

フ

と

一

緒

に

笑

っ

て

見

て

い

る

和

子

。 

和

子

「

あ

れ

ね

、

私

の

息

子

な

の

。

た

く

さ

ん

の

人

を

笑

わ

せ

て

、

す

ご

い

わ

ぁ

。

世

界

で

一

番

面

白

い

の

よ

」 

 

〇 

テ

レ

ビ

局

・

楽

屋 
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ラ

ジ

カ

セ

か

ら

リ

ッ

プ

音

が

流

れ

て

い

る

。 

竹

本

、『

ド

ッ

キ

リ

大

成

功

』
と

書

か

れ

た

パ

ネ

ル

を

持

つ

。 
美

緒

と

笑

う

。 

竹

本

・

美

緒

「

せ

ー

の

」 

 

〇 

タ

イ

ト

ル 

『

テ

ッ

テ

レ

ー

』 

   
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

【

終

わ

り

】 


